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マ ウ ス の 精嚢の 構造 と神経支配
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マ ウ ス の 精義の 構造と神経支配 を
， 光煩 お よび電顕観察 に よ っ て 検索 した ． 腺細胞 の分泌顆粒 に は

，

開口 分泌像が見 られ る
． 筋層の 平 滑筋細胞相互 間に は細隙結合様の 構造が認 め られる

． 無髄神経線経 机

固有層内 ． 筋層内 一 動脈周 囲神経網 を形成す る
． 組織化学的検索に よ ると

，
こ れ らの神経網はカ テ コ

ー ル

アミ ン螢光陽性の 癒状線経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性 の癌状線稚か らな る ． 電顕検索に よ る

と， 無髄軸索の 膚状脛 大 部は
， 多数の シ ナ プス 小 胞 を含 む軸索歴大部と して見 られる

． 軸索腰大部の 大 多

数は
，

その 部 でS c h w a n n 細胞鞘を欠 き
， 腺細胞ある い は筋層お よび動脈 の 平滑筋細胞 に対 して

，
0 ． 卜 1 ． 0

声 m の 比 較的広 い 間隙 を持 つ 遠距離 シ ナプ ス を形成 し て い る
．

一 部の 軸索腫大部は筋層の 平滑筋細胞 の 外

面に 密接 シ ナ プス を形成 して い る
．

それ らの 軸索腰 大部 は， 2 型 に 分類され る
． すな わ ち ， 小額粘性小 胞

を有す る工型 シ ナ プ ス 終末と， 無顆粒性小 胞を有す る工I 型 シ ナプ ス 終末である
．

工型 と工王型終末の 数の比

は
，

固有層内神経網 で は 1 ニ1 0
， 筋層内神経網 で は 5 こ 3

， 動脈周 囲神経網 で は 7 こ 3 で あ っ た
． 密接 シ

ナ プス はす べ て工型 に 属し た ． 骨盤神経節 に は
， 多数の 神経細胞 と少数の ク ロ ム 親性細胞が存在する ． 神

経細胞は
，

2 型 に 区分さ れ る
． す なわ ち， カ テ コ

ー ル ア ミ ン陽性の 小顆粒性小胞 を含む A d 郵中経細胞と ，

その よう な小顆粒性小胞を含ま ず
，
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ惰性陽性 を示 す Ch 型神経細胞である
． 神

経節に は
，

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性陽性で
， 多数の 無頼粒性小胞 を含む神経終末が

， 軸索細胞体

シ ナ プス ある い は軸索樹状突起 シ ナプ ス の 形 で密接 シ ナ プ ス を形成 して い る ． 下腹神経切 帆 骨盤内臓神

経切 断お よび骨盤 神経節切 除実験 の 結果 は次の こ と を示 して い る ． 王型 神経終末 は
， ア ド レ ナ リ ン作動性

の 神経線維の シ ナ プス 終末で あ り ， その 大部分 は骨盤神経節の A d 型 神経細胞 に 由来 し
，

一

部は腰．仙骨部

の 交感幹神経節 に 由来し
， 骨盤内臓 神経 を経由する ． 廿型 神経終末は

，
コ リ ン 作動性の 神経線推の シ ナ プ

ス終末で あ り
，

す べ て 骨盤神経節の C b 型 神経細胞 に 由来す る
．

K e y w o r d s s e m in al v e si cle
，

a d r e n e r gi c n e r v e fib e r
，
Ch oli n e r gi c n e r v e fib e r

，

p el vic g a n g li o n
，

m O u S e ．

古典的な解剖学的記述に よる と
， 胸腰部 の 交感神経

系の節後 ノイ ロ ン の 大 部分 は
，

そ の 起始細胞が 交感幹

神経節や 椎前神経節 く腹腔神経節， 上 腸間膜動脈神経

取 下腸間膜動 脈神経節う に 位置し
， 比 較 的長 い 軸索

突起を伸ば し て 支配臓器に 達 し
，

一 部の 少 数の 節後 ノ

イ ロ ンの 起始細胞が支配臓器 の 近傍 に位置 する 小神経

節 僻 末神経節う に 存在し
，

短い 軸索が支 配臓器 に 達

して い る と され て い る
．

こ の こ と は骨盤臓器 に 対し て

も適用さ れ
， 長く上 記の 構築が定説と な っ て い た

1I
．

しか し
， 最 嵐 骨盤臓器 に 対する 交感神経支配に 関

して
， その 大多数の 節前線推が

， 被支配臓器 の 近 く に

ある小 神経節 に達 し
，

こ の 神経節か ら節後線継が起始

し末梢 に達 する こ とが
， 自律神経節遮断剤 お よ び自律

神経遮断剤 を使用 する薬理 学的研究
1 ト 11

恨 よ っ て 示 唆

さ れた ．

一 方
，

カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よる組

織 化学的検索に 基 づ き， 精管お よ び精嚢 を支配する ア

ドレ ナ リ ン作動性 ノイ ロ ン の 細胞体が
， 支配臓器 に 隣

接 する骨盤神経節内に 存在し て い る とす る報告が な さ

れ たり1 2 ト 1 7 I
． 古く か ら骨盤神経節に は コ リ ン 作動性 ノ

イ ロ ンの 細胞体が存在す る とさ れ て い たが
，

B ell ら
1 郎

A b b r e vi ati o n s 二 A d
，

a d r e n e r gi c 三 C h
，

C h olin e r gi c 三 F G S m e th o d
，

f o r m ald eh y d e 一

gl u t a r a －

1d eh y d e －

S u C r O S e fi x ati o n m et h o d 3 T y p e T
，
T y p e I s y n a p ti c e n din g ニ T y p e II

，
T y p e II

Sy n a p ti c e n d i n g ．



3 44

は組織化学的検索に よ っ て
， 骨盤神経節 に ア ドレ ナリ

ン作動性 ノイ ロ ン の 細胞体 と，
コ リ ン作動性 ノイ ロ ン

の細胞体とが 共存して い る こ と を明ら か に した ． しか

し， 骨盤神経節内の こ れ ら両種の ノ イ ロ ン の 細胞体の

差異を， 微構造的立 場か ら論 じた も の は，
い ま だ報告

が な く
，

ま た
，

これ ら両種の ノ イ ロ ン に 対す る節前線

推の シ ナ プ ス 関係に つ い て ． も
， 今日 まで 不 明 な点が 多

い
．

過去の 多くの 研究者は
， 骨盤内臓神経 また は仙骨神

経根 を切断した後， 骨盤神経節内の シ ナプ ス に 二 次 変

性がお こ る こ とを， 神経染色の 可視光顕微鏡 く光顕，

検索1 町 2 4I
な ら び に電子 顕微鏡 く電顕1 観察

2の 26
りこよ っ

て明 らか に した ．

一 方 ， 交感神経系 に 関し ては
，
M u s

－

t o n e n ら
2 61が

， 下腹神経 も含 む交感神経の 広範囲な破

壊に より
，

骨盤神経節内の シ ナ プ ス に 二 次変性が お こ

る こ と を
， 電顕観察 で指摘 した に と どまる ． 骨盤神経

節の 微構造 に 関 して は
，

す で に 電顕所見が報ぜ られ て

い る が 瑚 2 5ト 2 91
， 山 田

251
と M u st o n e n ら

2 61 の も の を 除

き
，
その 多く は シ ナ プス の 由来や性格 に は触れ ない で

，

単に そ の微構造を記述す る に と どま る か
，

ク ロ ム 親性

細胞 に 焦点 をあ わせ た もの に す ぎなか っ た ．

一 方
，
精嚢 に 関して は

，
そ の 腺上 皮細胞 と平滑筋細

胞 の正 常時の微構造に 関 して
3 0 ト 3 2I

，
ま た

， 去勢，
ホ ル

モ ン 剤投与， 松果体切除な どに よ る微構造的変化に 関

して
3 3 ト 瑚

，
電顕に よる検索結果が あ り ， 分泌物の 形成

に 関連 して フ ル ク ト
ー ス の組織化芋 川

， 自律神経系の

構築に 関連 して の 神経組織化挙り1 2 H 4J
な どが あ る ． し

か し
， 精嚢上皮細胞お よび 平滑筋細胞と神経線推 の シ

ナ プス 相関を徴構造的見地 か ら検索 した も の は
，

わず

か に D e n t ら
4 2I と A l －Z u h ai r ら

1611 71 4 3I の も の を 見 る に

す ぎず， 神経 の シ ナ プ ス終 末の 局所的微構造と そ の 由

来 に 関して は
，

なお不 明 な点が 多 い
．

今回， 著者は
，

マ ウ ス の 精嚢の 腺上皮細胞と平滑筋

細胞に つ い て， その 微構造 を光顕 なら び に 電顕観察 に

よ っ て検索 した ． ま た
， 精義 に 分布す る神経の 走路 を

連続切片の 再構築法に よ っ て検索 し
，

つ い で
， 精嚢壁

内神経終末お よび骨盤神経節内神経要素の 微構造 を
，

神経染色， 組織化学的検索法お よ び 電頗観察に よ っ て

検索 した
．

な お
， 精嚢に 分布す る 神経の 由来， 走路お

よび終末の性格 を確認す る ため
， 各種の 神経切断 ある

い は神経節切除 に よ る神経変性実験 を行な っ た
．

材料お よ び方 法

I ． 実験動物

純系成熟 雄 E H －1 種 マ ウ ス く肋 5 抑 噂 乃 eフィ v a r ．

粛奴如 を実験動物 と して用 い た
．

工工 ． 光顕 再構築法

1
．

へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色

精嚢 を周囲臓器 を付 した まま切 り取 り
，

10 ％ホ ル マ

リ ン で 2 日 間浸潰固定 し
，
パ ラ フ ィ ン に 包増 し

，
10 へ 2 0

月 m 連続切 片 を作製 し た ． 切片 に は
，

ヘ マ トキ シリ ン ．

エ オ ジ ン 染色 を施 し
， 精嚢の 構造 と周 囲臓器との 相関

を描画再構築法 に よ っ て 検索し た
．

2 ． 実体顕 微 鏡観察

外部か ら精嚢 に 入 る神経の 走行 を， 実体顕 微鏡下に

観察 した ． 実体顕微鏡観察に 際 し ては
， 組織の 乾燥を

防 ぐ とと も に 組織の 固定 を兼ね て
，

1 ％酢酸を適宜観

察部位に 滴下 した
．

3 ． 神経軸索染色

下 腹神経， 骨盤内臓神経， 骨盤神経節
，

膀胱
， 尿道

前立腺部， 前立 腺な どを含め て
，

一

側 の精嚢を
一

括し

て取 り出 し， 本陣写真銀法く写真銀 温 p h o t o g r a p hi c

Sil v e r s t ai ni n gl 叫 に よ る連続切 片 を作製 し， 描画再構

築法 を行 な っ た ． この 方法に よる と
， 神経細胞体およ

び神経線維軸索が， 黒 色な い し褐色に 特異的に 染色さ

れ る ．

4
． 神経髄 鞘染色

髄 鞘の染色は
，

オ ス ミ ウ ム 髄鞘染色法 吋 ある い はト

ル イ ジン ブ ル ー 染色法 くt ol u id i n e b l u e s t a i ni n gl
46，
8こ

よ っ た
． 前者に よ ると ， 髄鞘が 黒色 に 染色され

， 後者

に よ る と
，
髄 鞘は濃青色に 染色さ れ る ．

I王I
． 組織化学的検索法

精 嚢お よ び骨盤神経節の組織化学的特性 の 検索は
，

次の 方法 に よ っ た ．

1 ． カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光検出法

F u rn e S S ら
4 7
りこ よ る F a gl u 法 の N a k a m u r a

欄
の 改

良法 で ある， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ． グル タ ー ル ア ル デヒ

ド ． シ ョ 糖固走法くf o r m a ld eh y d e
－

gl u t a r al d e h yd e
－

S u C
．

r o s e fi x a ti o n m eth o d
，
F G S m eth o dl を用 い た ．

この

方法 に よ る と ， 組織 中の カ テ コ
ー

ル ア ミ ン は黄緑色の

螢光 を発す る
．

2 ． ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出 法

K a r n o v s k y ら
欄

の チ オ コ リ ン法 を改良 した
，
N a k a

，

m u r a ら
501

に よる ル ベ ア ン 酸増強法 くr u b e a n i c a cid ．

e n h a n c e m e n t m eth o d l を用 い た ． こ の 方法に よる と，

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性部位が黒 色に特

異 的 に検 出さ れ る
．

I V ． 電 子 顕 微鏡検索法

精嚢の 電顕検 索に は
， 精嚢 を摘 出し， 2 5 ％ グル タ ー

ル ア ル デ ヒ ド 0 ． 1 m 卜0 ． 2 M リ ン 酸緩衝液 くp H 7 ．4う 5

m l ． シ ョ 糖 0 ． 4 g
． 2 ％オ ス ミ ウム 酸5 m l か ら なる固

定液中で締切 し
， 同固定液中 に 4

0

C で 2 時間浸潰後，

エ タ ノ ー ル 系 列で 脱水，
エ ポ ッ ク8 12 に 包 理

，
L E B

20 88 ウ ル ト ロ ト ー ム に よ っ て 薄切 片を作製 した ． 同時
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に厚さ約 1 声 m の 切 片 を 作 り
，

ト ル イ ジ ン ブ ル ー 染

色
相
を施し， 光顕検索に よる組織部位 の 同定の 試料と

した． 薄切 片に は
， 酢酸 ウ ラ ニ ル と錯の 二 重 染色法5 り

を

施し
，
H U ．1 2 塑 あ るい は H －5 0 0 型電顕 に よ っ て観察し

た． 上 記の ア ル デ ヒ ド固定の ほか
， 精嚢壁内神経終末

およ び骨盤 神経節内神経細胞 とそ の シ ナ プ ス 終末の検

索に は，
T r an Z e r ら

5 21 の 重 ク ロ ム 酸 固定 法 くdi c h r o
－

m a t e fi x a ti o n m e th o dl を用 い た ． こ の 方法に よる と，

神経組織中の カ テ コ ー ル ア ミ ン 含有物が極 め て電子密

度大な物質と して 検出さ れ る
．

V ． 神経切 断お よ び神経節切 除実験法

精嚢に 分布 する神経の 起源 検索を目的と する 二 次変

性実験の た め ， 実体顕微鏡を用 い て
， 下記 3 種の 神経 ．

神経節の 切 断ある い は切 除実験を行な っ た ． 手術 に 際

し て
，

チオ ペ ン タ
ー ル腹腔 内注射 く0 ． 1 m gノgl に よる

麻酔を施 した ． 手術後 1 6 ， 24 時間，
2

，
4

，
7 日 間経

過した マ ウ ス か ら
， 精嚢お よ び骨盤神経節 を採り

，
正

常な場合と同様に 試料を処理 し
， 術後の 変化を検索 し

た ．

1 ． 下腹神経の 切 断法

下腹神経の 切 断は
， 下腹神経が 下腸間膜 動脈神経節

か ら発し てま も ない 部位 で 行な っ た ．

2 ． 骨盤 内臓神経の 切 断法

骨盤内臓神経の 切 断は
， 大腰筋と総腸骨 動 ． 静脈 と

の間を広げ， 骨盤内臓神経 が第 6 腰神経か ら分 岐 して
，

第1 仙骨神経か ら の 交通枝 を受 ける部位を確認 し， そ

のやや末棺部 で 行な っ た
．

3 ． 骨盤 神経節の 切 除法

骨盤神経節の 切 除 は
， 背側前立 腺の 背外側 に 接し薄

い結合組織の 被膜 に 包まれ て存在す る骨盤神経 節を
，

その腹 外側に 位置す る 前立 腺神経草な らび に膀 肘中経

叢と共 に 切 除し た ．

成 績

王 ． 精嚢の 外形 と精嚢 に 至 る 神経 の 走路

1 ． 精嚢の 外形

成熟マ ウス の 精嚢 を新鮮な まま
， 肉眼 あ る い は実体

顕微鏡下で観察す る と， 精嚢の 腺体は C 字型 に 湾曲し

て先端が膨大 した扁平 な 袋状 を呈 する ． そ の 大き さ は
，

長さ約 20 m m
， 幅約 5 m m

， 厚さ 2 へ 3 m m で あ る ．

椅糞の 尿道 へ の 排出管は
， 長さ約3 m m

， 径約 1 m m の

管状を呈 し
， 尿道起始部 の 背側面 に 沿 っ て

，
わ ずか に

尾方へ 走り
， 尿道の 背側壁 を貰 い て 尿道の 内膳 に 開 口

する ．

精嚢の 腺体の 外側緑 と内側緑 は い ずれ も ， そ の 外面

に多数の 膨隆を有す る
． 腺体の 内側緑 に は 外側前立腺

傾 固腺フ が付着 して い る ． 腺体の 表 面は ，
こ の 外側
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前立 腺と共 に 黎膜 で お お われ
，

一

体と な っ て骨盤膿 か

ら腹腔に まで 突出 して い る
． そ の 排出管に 近い 部に 短

い 間膜 が あり， 骨盤壁 に 固定され て い る ． 精糞を外側

前立腺 か ら分離 し
， 摘 出して重 量 を謝定する と，

一 側

で 約 15 0 m g で
，
腺体 を圧迫 する と

，
排出管か ら乳白色

の分泌液が 出る
．

マ ウ ス の 場合
， 精嚢 を栄養す る動脈は， 上膀胱動脈

に 由来 する
． 上 膀胱動脈は

， 内腸骨動脈か ら分枝 し
，

尿 管を その 背側 で横切 り，膀胱枝 と精管枝に 分か れ る ．

精管枝 は
， さ らに

，
精管に 沿 っ て精巣 の方 へ 走る枝 と

尿道の 方 へ 走る枝 と に 分かれ る
． 尿道 の 方 へ 走る授か

ら精嚢枝が起 こ る ． 精嚢枝 は
， 外側前立腺 の 自由緑 に

沿っ て
， 精嚢の 先端の 方 へ 走り，

そ の途 中で
，
精嚢な

らび に 外側前立腺 へ 4 へ

5 本 の 細い 動脈枝 を送 る
．

2 ． 精 軌 こ至 る 各種 神経の 走路

実体顕微鏡に よ る新鮮材料の 観察
，

な らび に 写真銀

法 を施 し た連続切 片の 光顕再構築観察に よ っ て， 精嚢

に 分布 する 神経の 走路を追求 し
， 得られ た 結果 を模式

的 に 図 1 に 示 す
．

左右 の 交感神経幹は
， 第4 腰椎 の 高さよ り尾 方で は

互 い に 接近 し て
，

正 中線の 左右に 位置して い る
．

マ ウ

ス で は
， 腰椎が 6 個 あ り

，
4 個の仙椎が 癒合 して 1 個

の 仙骨 を形成 して い るが， それ ぞれ の 椎骨に 対応 した

脊髄神経 くLl － 6
，
S い が あ り ， 交感神窟幹 とそ れ らの

脊髄神経と の 間に 交通 枝が存在す る
． 腰部の 交感幹神

経節 く1gユ と上 腸間膜動脈神経節 くs m gう か ら それ ぞ れ

神経枝 が 発 し， そ れ ら は 合流 し て 腹 大動 脈神 経 華

仁a a pうを形成す る
． 腹大動脈神経叢 は腎神経叢 へ の 枝

く沌1 を送 っ た 後
， 腹大動脈 なら び に下大静脈の 腹側

面 に 沿 っ て 尾 方へ 走る ．
マ ウ ス で は

， 下腸間膜動脈 は

右総腸骨動脈 の 起始部か ら起 こ るが
， 下腸間膜動脈 の

起始部 の 左 右に
，

一 対 の 下腸間膜動脈神経節くi m gうが

存在す る ． 下腸間膜動脈神経節は
， 長径約1 m m

， 短径

約 0 －2 m m の 紡錘 形を呈 し
，

そ の 吻側端 で上 記の腹大

動脈神経草くa a pうか らの 枝 を受 け， そ の 腹側面か ら下

腸間膜動脈 に 伴行 し て 結腸 へ 分布す る神経枝 を出し
，

そ の 尾 側端 か ら下 腹神経 くb nI を出す
． 下腹神経 は

，

直腸と 骨盤壁 と の 間 を尾腹側方へ 走り， 次に 述べ る骨

盤内臓神経 くp s n l と共 に骨盤神経節 くp gン に 至 る ．

第6 腰 神経 くL 鋸 は
， 椎間孔 を出てま も なく

， 交感

神経幹か ら交通枝 を受 け
， 第1 仙骨神経 くS ll へ 交通

枝 を送る ． その 後
， 第 6 腰神経は

， 大腰筋の 尾 側線 に

沿 っ て尾外側方 へ 走る が ， その 際
，
骨盤内臓神経くp s nフ

を分枝す る ． 骨盤内臓神経 は
， 第1 仙骨神経 くS lっ か

らの 細枝を受 け， 大腰筋が筋梨孔 に 進入 す る少 し手前

の 部で
，

こ の 筋の 尾 側線か ら骨盤脛に 現 わ れ る ． 骨盤

腔 に現 わ れ た骨盤内臓神経くp s nンは
， 直腸と骨盤壁と
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Fi g ． 1 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f th e

V e n t r O
－1 a t e r al v i e w o f th e n e r v e b r a n c h e s s u p pli

．

e d t o th e s e m i n al v e si cl e o n th e l ef t sid e ． a a p ，

a b d o m i n al a o rti c pl e x u s 三 C g ，
C O eli a c g a n gli o n ニ

f n
，
f e m o r al n e rv e i h n

，
h y p o g a st ri c n e rv e ニ i m g ，

i n f e ri o r m e s e n t e ri c g a n gli o n i L l － 6 ，
1 s t t o 6 th

l u m b a r n e rv e S ニI g ，
I u m b a r g a n gli o n 三 O n

，
O b t u －

r a t o r n e rv e i p g ， p el v i c g a n gli o n i p n
， p u d e n d al

n e r v e ニ p p ， p r O St a ti c pl e x u s くg a n gli o nJ ニ p S n
，

p el vi c s pl a n ch ni c n e rv e 三 rb
，

r e n al b r a n c h o f th e

ab d o m i n al a o rti c pl e x u s i S
，
S e m i n al v e si cl e ニ S l

，

1 st s a c r al n e rv e 三 S g ，
S a C r al g a n gli o n ニ S m g ，

S u p e ri o r m e s e n t e ri c g a n gl i o n 三 S n
，

S Ci a ti c n e r v e i

V p ，
V e Si c al pl e x u s くg a n gli o nl ．

の 間 を尾腹側方 へ 走り
， 骨盤神経節 くp gl に 至る

．

骨盤神経節 くp gう は
，

多くの 場合 L 字形 を呈 し
， 尿

道前立 腺部の 外背側壁 をお お う背側前立腺 の 外側面に

接 す る吻側部 と
， 尿道海綿体 部の 起始部に 沿 っ て位置

す る尾 側部と の 2 部に 区分さ れ る
． 両者は それ ぞれ

，

長径 2 へ 3 m m
， 短径約 0 ． 5 m m の 紡錘 形 を呈する大

き な神経節 と
，

そ の 周囲 に位 置する 5 へ 6 個の 小神経

節 お よび これ ら をつ な ぐ神経 束か らな る
． 骨盤神経節

の 吻側部と尾 側部の 長軸方向は
，

それ ぞ れ
， 尿道前立

腺部と 尿道海綿体部の 起始部の 長軸方向に ほぼ
一

致し

て い る ． 尿道前立腺部 か ら尿道海綿体部 へ の 移行部は

ほ ぼ直角に 屈曲 して お り， 骨盤神経節の 吻側部と尾側

部 も
，

そ れ ぞれ の 長軸が ほぼ 直交 して連結 され
， 全体

と し て L 字形 を呈 す る ． こ の 連結部に
，

上 記の 下腹神

経 くh nl と骨盤内臓神経 くp s n l と が接続 して い る
．

骨盤神経節 くp gう の 吻側部 は
， その 腹側端から勝胱

神経牽 くマpぅ に 至 る神経束 を出し
，

そ の 外側面から前

立 腺神経若 くp pう に 至 る神経束 を出す ． 骨盤神経節の

尾 側部は， そ の 背側 面 か ら 中直腸動脈神経帯 へ の 枝を

出し
，

そ の 尾 側端 か ら， 尿道海綿体部の 外側面に沿っ

て末梢 へ 広が る枝を 出す
．

膀胱神経牽 くv pl は
，

長 径約 1 m m
，
短径約0 ．5 m m

の 紡錘形を呈す る やや 大き な神経節と， その 周囲に位

置す る 5 へ 6 個の 小 神経節お よび そ の 間を走る多数の

神経束か らな り， その 背側端 で骨盤神経節と 多数の神

経束 に よ っ て 連結 され て い る ．

前立腺神経叢 くp pl は
， 多数の 小神経節お よび神経

束 か ら な り ， 膀胱神経帯と 同様 に
， 骨盤神経節と多数

の 神経束 に よ っ て交通 して い る
． 前立 腺神経草 くp pユ

は
， 外側前立 腺の 背側面に 沿 っ て 外側方 へ 走り

，
上膀

胱動脈 の精管枝な ら びに 精義枝の 起始部 に 達する ．
こ

の 部位 で
， 前立 腺神経叢の 外側端か ら神経枝が起こり，

上 膀胱動脈の 精管枝と 精嚢枝 に 伴行 し て
，

精管，
精嚢

お よ び外側前立腺 に 分 布す る ．

工工 ． 精嚢， 精嚢の 外来神経要 素，
お よ び精嚢壁内神

経 要 素の 微構造

1 ． 光顕 所 見

り 精嚢の 構造

精嚢 の 腺体 は
， 内脛 に 開く半球状の 多く の 室に わか

れ ，室 と室 を境 す る隔壁 中に は筋層が 入 り込 んで い る．

室の 形成 は排 出管 に 近 づ く に し た が っ て不 著明 とな

る
． 粘膜に は長短 様々 の 多数の ヒ ダが あ り ，

ヒ ダは腺

体 の 先端部 で最も 長く
， 様々 の 分岐 を示 す

． 腺上 皮は，

厚さ 20 へ 40 ル m で
，

一 層 に 並 ん だ柱状な い し立方形の

腺細胞の ほ か
， 所々 に 基底細胞 が ある

． 腺細胞の核は

楕 円形 を示 し， や や基 底側寄り に 位置す る ． 腺腔側 の

細胞質内に は
， 多数の 径 1 旬 2 ノJ m の 分泌顆粒が存在
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し，
分泌 顆粒内に エ オ ジ ン や トル イ ジ ン ブ ル ー に 濃染

する径0 ．5 へ 1 ．0 ノノ m の 小 顆 粒が 含まれ て い る ． 腺脛 に

はエ オ ジ ンや トル イ ジン ブ ル ー

に 濃染す る分泌物が存

在する ． 腺上 皮下 に
， 少量 の 固有層が ある

． 精嚢は独

立した粘膜筋板 を欠く ． 固有筋層は
， 厚さ 20 へ 4 0 仰 1

の 平滑筋組織 から な り ， 内輪筋層が発達 し
， 外縦筋層

と縦走ない し斜走の 最内筋層が 散在性に 出現す る
． し

か し
，
排出管の 部位 は固有 の 筋層を欠き， 尿道と共 に

骨格筋性の 尿道括約筋に よ っ て 囲ま れ て い る
．

精嚢の 外面の 大部分を お お う柴膜は， 厚さ 約15 声 m

の疎な結合組織 と， それ をお お う 中皮 とか ら なる
． 外

側前立腺と接 し て 費膜 を欠く部位で は
， 精 嚢の 筋層と

外側前立腺の 筋層と の 間 に
， 厚さ約 15 声 m の 疎な結合

組織層が介在 して い る ．

P h ot o l ． T r a n s v e r s e s e c ti o n of th e h y p o g a st ri c

n e r v e － A s m all n u m b e r o f th i n m y eli n a t ed n e rv e

fib e r s a r e s e e n a m o n g m a n y u n m y eli n a t e d n e r v e

fib e r s ． T ol uid i n e b l u e st a in i n g ．
x 3 2 0 ．
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2 ， 下 腹神経
． 骨盤 内臓神経 ． 骨盤神経節 ■ 前立 腺

神経毒お よ び精嚢壁 内の 神経要 素の 構造

ま ず組織化学所見の 対照と なる 写真鏡 法と髄鞠染色

法の 検索結果 を述 べ る
． 下腹神経は

，
その 起始部近く

の 横断面が径約 60 月 m の 円形 を呈 し， 神経周膜 に包 ま

れ
， 多数の 無髄線経 と少数の 小径有髄線経と を含ん で

い るく写真 り ． 骨盤内臓神経は
， 第1 仙骨神経か らの

小枝が 合流 した直後の 部位 で
， 5 へ 7 本の神経束が 神

経上 膜で 束ね られ た像を呈 す るく写真2う． 骨盤内臓神

経 を構成す る これ らの 神経束 は
， 多数の小径な い し大

径有髄線経と 多数の 無髄線経 とを含ん で い る
．

骨盤神経節 は前 に述 べ た よう に ， L 字形 に位 置す る

2 個の 大き な神経節 と周囲に付随す る多数の小神経節

か ら なる が
， 各神経節 は神経周厳 に 包まれ

， 径 15 句 3 0

声 m の 多数 の 多極神経細胞 を含 んで い る ． 神経細胞の

多くの も の は写真銀法で淡黄褐色 を呈す る嫌銀性細胞

で ある が
， す で に 消化管の 筋層間神経草で 報告され て

い る銀親和性の 大 な好銀性細胞甲Iも少数なが ら見い 出

され た ． 嫌銀性神経細胞 の表面に は ボタ ン 状の軸索腰

大終末が形成され て い るく写真 3つ． トル イ ジン ブ ル ー

染色の 光顕像 で は
， 神経細胞の 間に 多数の無髄お よ び

有髄線維が走 っ て い るの が観察され る ． 神経節内に は

上 記 の 神経細 胞 や ノ イ ロ ン を 囲む 外套細 胞 お よ び

S ch w a n n 細胞の ほか
， 所々 に 径10 旬 12 JL m の い わ ゆ

る ク ロ ム 親 性細胞が 小集団 をな して 存在す る く写 真

4 う．

前立腺神経華 と膀 肘中経寮内に 存す る小神経節は
，

通常薄い 神経周 膜 に包 まれ てい るが
， 神経周膜 を欠き

1 へ 数個の 神経細胞 が分散 して い る も の も あ る
． 前立

去
Il

モーう
i i 言 撼

Ph o t o 2 ． T r a n s v e r s e s e cti o n o f th e p el vi c s pl a n c h n i c n e r v e a t a d i st al p o r ti o n f r o m a c o m m u ni c a ti n g
b r a n c h d e ri v e d f r o m t h e fi r s t s a c r a l n e r v e ． T h e n e r v e c o n si s t s of s e v e n n e r v e b u n dl e s ． T ol u idi n e

bl u e s t a i ni n g ，
X 3 2 0 ．
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腺神経革お よ び勝 脚中経寮内の 神経節の 徴構造 は
， 前

記の 骨盤神経節の 場合と 同様 で あ る
．

オ ス ミ ウ ム 髄鞘

染色法お よ び トル イ ジ ン ブル ー 染色法の 検索結果 は
，

一

致 して， 前立腺神経叢 を発 して精嚢 壁 へ 進入 す る神

経束が有髄線推 を含ま ず ， す べ て 無髄線維 の み か ら な

る こ と を示 して い る
．

これ ら の 神経束は精嚢壁に 達す

る と
， 筋層内で 分 岐と吻合 を重ね

， 細 い 神経束か らな

Ph o t o 3 ． P el v i c g a n gli o n ． A r g e n t o p hil e くaり a n d

a r g e n t o p h ob e くa bl n e r v e c ell s c o e x i st i n th i s

g a n gli o n ． A r r o w i n di c a t e s th e s y n a pti c k n o b o f

th e e x t ri n si c n e r v e a x o n ． P h o t o g r a p h i c sil v e r

St ai ni n g ，
X 4 8 0

．

P h o t o 4 ． P el vi c g a n gli o n ． T hi n m y eli n a t e d n e rv e

fib e r sくm nl a r e s e e n l o c a t e d a m o n g th e n e rv e C ell s

くnl ． c
，

C h r o m a ffi n c e11 ． T ol uid i n e b l u e st ai n
－

1 n g ，
X 2 4 0 ．

藤

る筋層内神経網と 動脈周 囲神経網 を形 成す る
－
さら に

，

こ れ ら の 神経網か ら発 した細 い 神経 束 が 粘膜の 固有層
内 へ 進 入 し

， 固有 層内 神経網 を形成 し て い る
． 写 軸

法 で 観察 す ると
， 無髄神経線推の 軸索 は上 記 の 各種の

神経網 内を走る際
， 所々 で 癌状の 腫 大 を呈 する 愕真

5 う． 膀胱 神経若 か ら直接精嚢に 達す る 神経枝は認めら

れ な い
．

3 フ 組織化 学的所 見

i コ カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法所 見

カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線維は下腹神経 に は全く

認め ら れ な い
． 骨 盤内臓神経 に は わ ず か に 点状の蛍光

を見 る は か
，
線状の 螢光 が ほと ん ど認 め ら れ なか っ た．

骨盤神経節な ら び に 前立 腺神経牽 お よ び膀 脚中経幕内

神経節 に は
， 強い 黄緑色螢光 を発す る カ テ コ ー

ル アミ

ン螢光陽性神経細胞 と陰性の 神経細胞とが 混在して い

る く写 真6 ン．
こ れ ら 2 種 の 神経細 胞 の 径 は とも に

15 へ 3 0 声 m で
，

大 き さの 上 で の 差異は認 めら れなか っ

た
． ま た こ れ ら 2 種 の 神経 細胞の 数 の 上 で の 比 は約

1 ニ 1 で ほぼ 等 しい
． 上 記の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽

性神経細胞の ほか に
，

カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光 を発 する

Ph o t o 5 ． F i n e n e r v e b u n d l e s i n th e i n t r a p r o p r lal

くi pJ ，
i n t r a m u s c u l a r くi m l a n d p e ri a r t e ri al tp al

n e r v e pl e x u s e s i n th e w a ll o f a s e m i n al v e si cl e ．

V
，

S m all v ei n ． P h o t o g r a p hi c sil v e r s t ai ni n g ，

X 4 8 0 ．



精嚢の 構造 と神経支配 34 9

小型の細胞 く径 10
へ 1 2 ノノ m う が 神経節内の 所々 に 見い

出され る ．
こ の 種の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性の 小型

細胞は
，
その 大き さ ， 分布密度か ら

，
トル イ ジ ン ブル ー

標本で 見られ た 上述の ク ロ ム 親性細胞に 相当す る と考

えられ る
．

精嚢壁に お ける固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神

経網に は， 所々 で感状の 腫 大 を示 す カ テ コ ー ル ア ミ ン

螢光陽性線維が 多数含ま れて い る
．

カ テ コ
ー ル ア ミ ン

螢光は陽性線維 の 感状腫 大部に お い て 特 に 著明 で あ る

く写真7 j ． 螢光 は S ch w a n n 細胞に は検出され なか っ

た．
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光強陽性の 癖状腰 大 は

， 写真

銀法で認 められ た 前記の 無髄神経線推の 癌状腫大 に 相

当する ．
カ テ コ ー

ル ア ミ ン螢光陽性線椎は
， 固有層内

神経網で は比 較的少 なく ， 筋層内お よ び動脈周囲神経

網で は比 較的多い
．

iり ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ 活性検出法所 見

下腹神経 なら び に 骨盤 内臓神経 に は アセ チル コ リ ン

エ ステラ
ー ゼ活 性陽 性の 神経線維が 多数認め られ る

．

骨盤神経節な ら びに 前立 腺神経襲お よ び膀胱神経草内

の神経節に 含まれ る神経細胞 伏 きさ 15 へ 3 0 声 m うは，

この検出法に よ っ て
， 酵素清性陽性の 神経細胞と酵素

活性陰性の 神経細胞の 2 種 に 区分さ れ る
． 両者の 数の

比はほぼ 1 こ 1 で あ っ た
． 神経細胞の 間に はア セ チル

コリ ン エ ス テラ ー ゼ 活性陽性線経と そ の ボタ ン状の 神

経終末が多数見 い 出され た く写真 81 ．

精嚢壁内の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周囲の 各神経網

にも， 多数の アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ酒性陽性線

推が見い 出さ れ る
．

これ らの 陽性線推 は神経網 内を走

Ph o t o 6 ． C a t e c h ol a m i n e fl u o r e s c e n c e t e s t i n a

P el vi c g a n gli o n － T w o ty p e s o f n e r v e c ell s
，

C a t e c h ol a mi n e －

P O Si ti v e くc pJ a n d c a t e c h ol a mi n e．
n e g a ti v e くc n L c o e x i st i n th e g a n gli o n ． F G S
m e th o d

，
X 4 80 ．

る際， 所々 で瘡状腰 大を示 し
，

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ

ラ ー ゼ活性 は その 腰大部 に お い て特に 著明で ある く写

真9 J ． こ れ らの 癖状腰 大は
， 写真銀法 で見 られ た無髄

神経線綻の 膚状贋大 に 相当す る ． アセ チ ル コ リ ン エ ス

テ ラ ー ゼ活性陽性線維は
， 固有層内神経網に お い て比

較的多く
， 筋層内お よ び動脈周囲神経網に お い て 比 較

的少な か っ た
．

P h o t o 7 ． C a t e c h ol a m i n e fl u o r e s c e n c e t e st i n a

n o r m all y i n n e rv a t e d s e mi n al v e si cl e ． C a t e c h o ．

1 a m i n e fl u o r e s c e n c e
－

P O Si ti v e n e r v e a x o n s wi th

m a n y v a ri c o si ti e s a r e s e e n i n th e i n t r a p r o p ri a l

くi pJ a n d i n t r a m u s c u l a r ti m h e r v e pl e x u s e s ． F G S
m eth o d

，
X 4 8 0 ．

P h o t o 8 ． A c e t yl c h o li n e st e r a s e a c ti vi ty t e s t i n a

p el vi c g a n gli o n ． T w o ty p e s of n e r v e c e11 s
，

a c ti vi t y
．

p o si ti v e くa pI a n d a cti vi ty－n e g a ti v e ta n J，

C O e X i s t i n th e g a n gli o n ． A r r o w i n di c a t e s th e

S y n a pti c k n o b o f th e e x t ri n si c n e rv e a X O n
．

R u b e a n i c a cid －

e n h a n c e m e n t m e th o d
，

X 4 8 0 ．
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P h o t o 9
． A c et yl c h o li n e st e r a s e a c ti v it y t e s t i n a

n o r m a ll y i n n e r v a t e d s e m i n al v e si cl e ． A c e t yl c －

h oli n e st e r a s e － a C ti v e n e r v e fi b e r s a r e s e e n i n th e

i n t r a p r o p ri a l くi pl a n d i n t r a m u s c ul a r くi m I n e rv e

pl e x u s e s ． R u b e a n i c a cid － e n h a n c e m e n t m e th o d
，

X 4 8 0 ．

2 ． 電顕 所 見

り 精嚢の 微 構 造

り 粘 膜

精嚢の 腺細胞 の 腺腔側の 細胞質 中に
， 限界膜で 境 さ

れ た径 1 へ 2 声 m の 球形な い し楕円 形の 分泌 顆粒 が存

在す る
． 分泌顆粒の 内部に は

， 径0 ． 5 へ 1 ． 0 メ m の 電子

密度大な小 顆粒が 含まれ
，

小顆粒 と限界膜 との 間に は

極 めて 電子 密度小 な 層が 存在す る ． 細胞 の 遊離面 で は
，

分泌顆粒の 限界膜が腺腔側の 細胞膜と 融合 し て
， その

部 に小 孔 を生 じ，
こ こ を通 じて 分泌 顆粒の 内容物 が腺

艦内 へ 放出さ れ る開口分泌 くe r u pt c ri n e s e c r e ti o n l の

像が認 め られ た く写 真 10I
．

い わ ゆ る離出分泌 くa p o ．

C ri n e s e c r e ti o nl の 像 は認め ら れ なか っ た ． 核の 近傍

に G ol gi 装置の 断面が見 られ
，

その G o l gi 胞内に は
，

し ば しば
，
径 0 ．3 へ 0 ．4 声 m の 電子 密度大な顆粒が 含ま

れ て い る
．

ま た
， 細胞質内に 断面不 整形な水解小体の

存在を認 めた
．

基 底側の 細胞質に は
， 板状の 粗面 小胞

体が 充満 し， その 間に 径約 0 ．4 ノノ m の 球形 も し く は杵

状の ミ ト コ ン ドリア が散在 して い る ． 腺細胞と 基底膜

の 間に
，

しば し ば
， 細胞質に 乏 しい 小 型 の 基底細胞が

見 ら れ るが
， 筋上 皮細胞 は見 い 出され な か っ た ．

粘膜 固有層に は
， 膠原細線経 と線推細胞の ほか

， 内

膳の や や大き な毛 細血 管が 多数存在す る
．

毛 細血 管の

藤

Ph o t o l O ． A pi c a l p a r t of th e gl a n d L ll a r c ell of th e

S e mi n a l v e si cl e ． A r r o w i n d i c a t e s e ru pt C rin e

S e C r eti o n o f a s e c r e t o r y g r a n ul e ． x 8
，
OO O

．

P h o t o l l ． G a p j u n c ti o n－1i k e s tr u ct u r e t a r r o 可
b et w e e n s m o o th m u s cl e c ell s i n th e m u s c tll ar

l a y e r ． X 3 2
，
0 0 0 ．

内皮細胞 は
，

ピ ノ サイ ト
ー シ ス 小 胞に 富 み， 所々 に隔

膜を保有す る孔棟の 備芸を有し て い る
． 固有層内に は無

髄神経の 小束が存在 す るが ， その 詳細 は後述 する．

iり 筋層お よ び 外 膜

精義 の 筋層 は 5 へ 1 0 層の 平滑筋細胞 と少量 の 問質

と か ら な る
． 筋細胞の 核近 く の 細胞質内に は

，
ミ トコ

ン ド リア
， 粗面 小胞体，

お よ び G ol gi 装置が集まり，

その 他の 部位 の細胞質 に は多量 の 筋細線維が存在し
，

所々 に 濃密体 を作 っ て い る
． 平 滑 筋細胞の 表面に は，

径約 60 n m の 表層胞の 多い 表層胞領域 と
，
電子 密度大

な物質が 集ま っ て い る暗調領域と が 交互 に 存在する ．

平滑筋細胞同士 は
，

基 底膜お よ び少量 の 膠 原細線経と

弾性線 椎 を含 む 4 0 へ 8 0 n m の 組織膵 を介 して 相対し

て い る が
， 所 々 で 径 10 0 へ 2 0 0 n n l の 小 突起 を伸ばし，

隣 り合う 平滑筋細胞同士 が 接 し て い る
．

こ の 部 の 細胞

膜 は
，

しば し ば肥 厚 を示 し， デ ス モ ゾ
ー ム 様の 像を呈

し て い る
．

ま た
，

まれ に で は ある が 相隣る平滑筋細胞
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の細胞膜同士 が 限局 的に 約 20 A の 間隙を も っ て 接す

る細隙結合くg a p j u n c ti o n l 様の 像 も見 い 出さ れ た く写

真1 1j ． 平滑筋細胞 間の 比 較的 広い 問質内に は
， 多量 の

膠原細線経と 線推細胞の ほか
，

し ば しば ， 毛細 血管や

無髄神経線維束が見ら れ る ． 無髄神経線推 に つ い て は

後に述べ る
．

外膜の 結合組織は， 束 をな して 走 る膠原 細線維， 少

量の 弾性線推，
お よ び少 数の 線維細胞か ら な り

，
そ の

所々 に
，

比較的太 い 血 管と無髄神経線推束 が見 い 出さ

Ph o to 1 2 ． T y p e I a x o n al e x p a n si o n くり i n th e

i n tr a p r o p ri al n e r v e pl e x u s o f a n o r m a lly i n－
n e rv a t ed s e m i n al v e si cl e ． It l a c k s a S c h w a n n

C ell sh e a th くS l o n th e sid e f a ci n g th e tis s u e s p a c e

a n d c o n t ai n s m a n y s m a ll g r a n ul a r s y n a p ti c

V e Si c l e s a n d s e v e r al a g r a n u l a r s y n a p ti c v e si cl e s ．

g ， gl a n d u l a r c e ll ．
x 2 0

，
0 0 0 ．

れ る
．

2 フ 精嚢壁内神経 要 素の 微構造

精盛 の 粘膜 固有層内く写真 12
，
13ユ， 筋層内く写真 抽

，

お よ び動脈 周 囲く写真 15J の 神経網 は
，

い ず れも 1 へ 数

本の 無髄軸索 く径 0 ． 15 旬 0 ．5 jL m j が S c h w a n n 細胞 に

包まれ た 小神経束 か ら な る ． 軸索は所々 で 拡張し， 径

P h o t o 1 3 ． T y p e II a x o n a l e x p a n si o n s tIIJ i n th e

i n t r a p r o p ri al n e r v e pl e x u s o f a n o rm a 11 y i n
－

n e r v a t ed s e mi n a l v e si cl e ． T h e y l a c k a S c h w a n n

C ell sh e a th くSンo n th e sid e f a ci n g th e ti s s u e s p a c e

a n d c o n t a in m a n y s m all a g r a n ul a r s y n a p tie

V e Si c l e s ． g ， gl a n d ul a r c ell ．
x 20

，
0 00 ．

P h o t o 1 4
■ T y p e I りり a n d T y p e II りり a x o n a l e x p a n si o n s i n th e i n t r a m u s c ul a r n e r v e p le x u s o f a

n o r m a ll y i n n e r v a t ed s e m i n a l v e si cl e ． T h e y l a c k a S c h w a n n c e11 s h e a th くS J o n th e sid e f a ci n g th e

ti s st l e S P a C e ． T y p e I c o n t a i n s m a n y s m a ll g r a n し11 a r s y n a p ti c v e si cl e s a n d s e v e r al a g r a n ul a r

S y n a p tic v e s icl e s ． T y p e II c o n t a i n s m a n y a g r a n u l a r s y n a pti c v e si cl e s ． m
，

S m O O th m u s cl e

C ell
．

x 2 0 月00 ．
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Ph o t o 1 5 ． T y p e I りり a n d T y p e II りIl a x o n al e x p a n si o n s i n th e p e ri a r t e ri al n e r v e pl e x u s o f a

n o r m al 1 y l n n e rv a t ed s e m i n al v e si cl e ．
T h e T y p e I e x p a n si o n c o n t ai n s m a n y s m all g r a n ul a r

S y n a Pti c v e si cl e s
，

W hil e th e T y p e II e x p a n si o n s c o n t ai n m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s ．

X 20 ．
0 0 0 ．

．
．
ノ

．一
．

．
，
．

．．
1

Fi g ． 2 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n of fi n e n e r v e

b u n d l e s i n th e i n t r a p r o p ri a l
，
i n t r a m u s c ul a r a n d

P e ri a r t e ri al n e r v e pl e x u s e s i n th e s e m i n al v e si cl e ．

T h e u n m y eli n a t e d a x o n s h a v e n u m e r o u s e x p a n si －

O n S W hi c h c o n t a主n m a n y s y n a p ti c v e si cl e s a n d

l a c k a S ch w a n n c ell s h e a th くSI o n th e si d e f a c in g

th e ti s s u e s p a c e ． T h e a x o n a l e x p a n si o n s

i n d i c a t e th e di s t a n t s y n a p s e a n d c a n b e d i v id e d

i n t o t w o t y p e s こ T y p e I t I l ，
h a v i n g s m all

g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s a n d a f e w a g r a n u l a r

a n d l a r g e g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s ニ a n d T y p e

II tIり，
h a v i n g m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s

a n d a f e w l a r g e g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s ．

0 ．6 旬 1 ． 2 メ m の 腰大部を形成 して い る ． 無髄神経軸索

の 層状腫大部は
，

そ の 内部に 多数の シ ナ プ ス 小胞 と ミ

トコ ン ドリ ア を含み
，

局 所的 に S c h w a n n 細胞 の 被斡

を
一 部失 っ て， 神経束 の 外面に 露出 して い る ．

こ の よ

う な軸索腫大部は
， 腺細胞あ る い は平 滑筋細胞に 相対

して位置し
，
両者の 間 に は通常，

0 ． 1 へ 1 ．0 メ m の 組織

間隙が存在 して い る
．

こ の よ う な神 経終末は
， J a b o －

n e r o
瑚 が 光 顕所 見 か ら 仮 説 と し て 提案 し

，
そ の 後

H o nji n ら
5 引

が 竜顔検索に 基づ い て
， 消化管 の 平 滑筋の

神経 に お い て シ ナ プス 小 胞の 存在 を確認 して
，

その 存
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Fig ． 3 ，

D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f th e

C O n t a C t S y n a p S e l o c a t e d o n th e s m o o th m u s cl e

C ell i n th e m u s c u l a r l a y e r o f th e s e mi n a l v e si cle ．

T h e s y n a p tic n e r v e e n d i n g c o n t a i n s m a n y s m a11

g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s a n d a f e w a g r a n ul a r

a n d l a r g e g r a n u l a r s y n a p ti c v e si cl e s ． a ， a X O nこ

m
，

S m O O th m u s cl e c ellニ S
，
S c h w a n n c ell sh e a th ．

在を 実証 した遠距離 シ ナ プス くdi st a n t s y n a p s e ， ple xi－

f o r m e S y n a p s e a u f D i s t a n zl に 相当す る
． 遠距離シ

ナ プ ス は無髄 軸索が 所々 で 脛大 して シ ナ プ ス を形成す

る も の で
，

こ の 観点か ら すれ ば
，

い わ ゆ る通 過シナ プ

ス くe n p a s s a n t s y n a p s el に 属す る
．

注目 す べ き こと

は
， 著者が 今回検索 した精嚢で は， 固有層内．筋層内 ．

動脈 周囲 の い ずれ の 神経網 に お い ても
，

そ の 細い 神経

束に こ の よ う な遠距離シ ナ プ ス が見い 出され た こ とで

あ る く図 2 1 ．

上 記 の 遠距 離シ ナ プ ス と は別に
， 数 は少 な い が， 軸

索腫大部が筋 層の 平 滑筋細胞に 密接 して い る神経終末

も 見 い 出さ れ たく写真 1 郎 ．
こ の 軸索脛大部は

，
そ の内

部 に 多数 の シ ナ プ ス 小胞 と ミ ト コ ン ドリ ア を含み
，

S ch w a n n 細胞 の 被鞘を 失 っ て ， 平 滑 筋細胞 の 外面に約

20 n m の 間隙 をも っ て 密接 して い るく図 3 う．
こ の種の

神経終末 は， R i c h a rd s o n
5 61

に よ っ て 精管の 平滑筋に お
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P h o t o 1 6 ． C o n t a c t s y n a p s e くc sI l o c a t ed o n th e s m o o th m u s cl e c ell くm l i n t h e m u s c u l a r l a y e r ． 1t

C O n t ai n s m a n y s m a ll g r a n u l a r s y n a p ti c v e si cl e s a n d s e v e r al a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s ，
X 20

，
0 0 0 ．

い て見 い 出され た密接 シ ナ プス くc o n t a c t s y n a p s el に

相当する ． 精嚢に お い て は，
こ の 種の 密接 シ ナ プ ス は

，

筋層の 平 滑筋 に お い て の み 見 い 出さ れ ， その 数はき わ

めて少なか っ た ． 腺細胞 や動脈壁 の 平滑筋 に は 密接 シ

ナプス は見い 出され な か っ た
．

上記の 遠距離 ． 密接 い ずれ の シ ナ プ ス に お い て も，

紬索脛大 部の 外面 を限る細胞膜 とそ れ に 対面 す る腺細

胞ある い は平滑筋細胞 の 細胞膜 に
， 少数例 で わ ずか に

局所的肥厚 を見る ほか
， 特殊な分 化し た構 造は見 られ

なか っ た
．

電顕下 に 見 い 出さ れ た上 記 の 遠距離 シ ナ プス ある い

は密接シ ナプ ス を呈 す る軸索腫 大 部は
，

光輝下 に
， 写

真鍛法， カ テ コ
ー

ル ア ミ ン 蛍光検出乱 あ る い はア セ

チル コ リ ン エ ス テラ
ー

ゼ活性検出法に よ っ て 示 さ れ た

神経線維の 層状腫 大に 相当す る ．

精嚢壁 内の 固有層内 ． 筋層内 ．

動脈 周 囲 の 各神経網

に見られ た遠距離 シ ナ プ ス お よび 筋層の 平 滑筋細胞 に

見られた密接シ ナプ ス に お け る軸索腰 大部は， す で に

述べ たよう に
， 多数の シ ナ プ ス 小胞 を含ん で い る が

，

これらの シ ナ プ ス小 胞 は
，
R i ch a rd s o n

5 6 1
と H o nji n ら

5 5J

の分類に 従 っ て， 小 額 粒性小 胞， 大顆 粒性小 胞，
お よ

び無顆粒性小 胞の 3 種 に 区 分さ れ る ． 小顆粒性小胞 は
，

径約50 n m で
，
内部 に 電子密度大な 1 偶の 頼粒 を有 す

る
． 大顆 粒性小 胞は

， 径約 1 00 n m で
， 内部 に や や大き

な
， 密度大な顆 粒を含ん で い る

． 無顆粒性小 胞は， 径

約50 n m で
， 内部に 顆 粒を含ん で い な い

． 精嚢壁 内で

見い 出さ れ る上 記の 腫 大 し た神経終末は
，

その 中に 含

まれる シ ナ プ ス 小胞の 種類 に よ っ て
，

工型 シ ナ プ ス 終

末 汀y p e り とII 型 シ ナ プ ス 終末 くT y p e lり の 2 種

に 区分さ れ る ． ト型 は
， 常に 小額粒性小 胞 を有し

，
そ

の ほか しば し ば少数の 無顆粒性小 胞や大 顆粒性小 胞 を

含んで い る ． 廿型 は ， 多数の 無顆粒性小 胞と
，

と き に

少数の 大顆粒性ノJ l 胞を も含ん で い るが， 小顆粒性ノJ l 胞

を含んで い な い
．

一

般に 良く使用 され る アル デ ヒ ド 固

定で 固定した 場合， 神経組織の 膜構造や線推構造 は良

く保た れ るが
，

ノJ 瀾 粒性小胞の 顆粒 は小 さ く現 われ
，

しば しば小 胞の 限界膜 に 接 して 位置す るよ う に 示 され

る ． そ の た め
， 小 顆 粒性小胞 と無顆粒性小胞と の 鑑別

が時と して 困難で ある
．

こ れ に対 し
， 今 臥 神経終末

の 検索に 用 い た重 ク ロ ム 酸固定法は
， 神経組織の

一

般

的な微構造の 保存が や や低下 す るが
， 小顆粒性小 胞の

顆粒 を良く 固定し，
シ ナ プ ス 小胸の 鑑 別に 便利で あ っ

た ．

以上 の よ う に ， 精嚢壁内の 無髄神経軸索の 腰大部，

す なわ ち シ ナ プ ス 終末 は
， それ が含む シ ナ プス ノJ l 胞の

種類に よ っ て， I 型終末と工工型終末に 区分さ れ るが ，

一

方， す で に 述 べ た よう に被支配細胞と の 相関で は
，

遠距離シ ナ プ ス と 密接 シ ナ プス に 区分さ れる ． 固有層

内 ． 筋層内 一 動脈 周囲の 各神経網 に は
， 遠距 離シ ナ プ

ス の 形 の ト型終末と H 型終末と が共に 見 い 出され た ．

注 目す べ き こ とは
，
末梢部の 細 い 神経束に お い て

， 工

型 終末とII 型 終末とが
， し ば しば 1 個 の S c h w a n n 細

胞 に支 持さ れ
， 相並 んで 存在 して い る こ と で あ る く図

2 う．
これ に 対し， 密接 シ ナ プス の 構造 を示 して 筋層の

平 滑筋 に終 わ っ て し 1 る シ ナ プス は， す べ て 工型終末 に

属 したく図 3 う． H 型 終末の 微構造 をも つ 密接 シ ナプ ス

は認めら れ なか っ た ．

精嚢 に お ける遠距離 シ ナ プス と して の 工型 と H 型 の

両 神経終末の
， 各神経網 に お け る分布密度 を算定す る

た め
， 無作為的に

， 固有層内神経網の 終末 1 19 例， 筋

層内神経網 の 終末 24 2 例
，

お よ び動脈 周 囲神経網の 終

末84 例に つ い て
，

工型 と 廿型の 別 を検索した ． その 結



3 5 4

果 は次の よう で あ る
． す な わ ち ， 国有層内神経網 で は，

1 1 9 例中の 1 1 例が 王型 に 属 し
，
1 0 8 例が H 型 に 属 した

．

筋層内神経網 で は ， 2 4 2 例 中の 1 5 2 例が 工型 で
，

9 0 例

が 汀型で あ っ た
． 動脈周囲神経網 で は

，
8 4 例中の 58 例

が 工 型で
，
2 6 例が H 型 で あ っ た

．
こ の 計測値 を比 に換

算す る と ， ト型終末と H 型終末 の 分布比 は
，

固有層内

神経網 で は約 1 こ10
， 筋層内神経網で は約5 ニ 3

， 動

脈周 囲神経網で は約7 ニ 3 で あ る
．

こ の 数値 は
， 固有

層内神経網で は H 型 が多く ， 筋層内お よ び動脈周囲神

経網で は工 型 が多い こ と を示 し て い る
． また

， す で に

述 べ た よう に
，

密接シ ナ プス を呈 した もの は
， 筋層の

平 滑筋細胞の 外面に わず か に 5 例 に 見た に す ぎず
，

し

か もそ れ らは す べ て シ ナ プス 小 胞の 種類 か ら見る と工

型 に 属し， H 型 に 属する も の は見い 出され な か っ た
．

3 う 下 腹神経 お よ び骨盤 内臓 神経 の 線維構成

下腹神経の 起始部に 近 い 部位 の 横断面 の 電顕つ な ぎ

写真 を作製 し， 下腹神経 に 含ま れ る神経線推の 種類と

数 を調 べ た ． 検索 した下 腹神経 に は1
，
3 5 1 本の 無髄軸

索 と 4 5 本の 有髄軸索とが 含ま れ て い た ． 無髄線維 の 軸

索の 径は 0 ． 3 へ 1 ． 3 ノノ m で あ っ た ． 有髄線 推 に お い て

は， そ の 軸索の 径が 0 ． 6 へ 1 ．6 メ m で
， 髄鞠の 厚さ は

，

0 ． 0 5 へ 0 ． 3 ノf m で ， 有髄神経線雄の 大部分は い わ ゆる

小 径有髄線維に 属 して い る
． 無髄お よ び有髄 線推 の微

構造 は， 従来記 載の 哺乳類 一 般末梢神経 の そ れ と同様

で ある 抑
．

骨盤内臓神経が
，
第 1 仙骨神経 か ら小 枝を 受 け た直

藤

後の 部位 で
，

こ の 神経を構成す る 7 本の 神経束の すべ

て に つ い て
，

そ の 横断面の 電 顕 つ な ぎ写真を作製し
，

上 記 の 下 腹神経 の 場 合と 同様 に
， 骨 盤 内臓神経の 神経

線推構築 を調 べ た ． 検索 した骨盤内臓神経に は
，
1 2 湖9

本の 無髄軸索と
，

2
，
12 2 本の 有髄軸索と が 含まれて い

た ■ 無髄線維 の 軸索の 径 は 0 ．3 へ 1 ． 3 声 m で ある ． 有髄

線 維 の 軸 索 の 径 は 0 ． 6 へ 5 ．0 メノ m で ， 髄 鞘 の 厚 さ が

0 ． 0 5 へ 0 － 7 ノJ m で
， 骨盤内臓神経の 場合， 有髄線維には

小径 か ら大径 の もの ま で 各種の も の が 見られ た
．

4 1 骨盤神 経節 なら び に 前立腺神経 毒 と 捌光神経毒

内の 神 経節 の 微 構造

骨盤神経節 な ら び に 前立 腺神経賛お よ び膀 脚申経叢

内の 小神経節 の 構成は
，

三 者と も類似す る が
， 著者は

こ れ ら の 神経 節の い ず れ に お い て も
，

2 種の 異 なる神

経細胞 を区分す る こと が で き た
． す な わ ち ， A d 型神経

細胞 くT y p e A d n e rv e C elり と Ch 型 神経細胞 汀yp e

C h n e rv e C elり であ る く図 4 l ． 第 1 の A d 型神経細

胞は
， 細胞質お よ び樹状 突起内の 一 部 に 小顆 粒性小胞

を含 む神経細胞 で あ る ． こ こ に 見られ た小 顆粒性小胞

の 構造 は
， 末栴 の 各種神経網の 軸索の I 型 終末内に見

られ た小 顆粒性小 胞に 似 た径約 50 n m の 小 胞で
，
内部

に重 ク ロ ム 酸 固定 で電子 密度大に 現 わ れ る小 顆粒を含

み
，

こ の 小胞 が カ テ コ
ー ル ア ミ ン を含む こ とを示して

い る ． す なわ ち A d 型神経細胞 は
， 組織化学的検索にお

い て 見 い 出さ れ たカ テ コ
ー ル ア ミ ン 蛍光陽性の 神経細

胞に
一 致す る ． A d 型 神経細胞 中に 含 ま れ る こ の 種の

Fi g ． 4 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f th e T y p e A d n e r v e c ell t A dナ a n d th e T y p e C h n e r v e

C e11 くC hl a n d th e i r sy n a pti c r el a ti o n s hi p w ith th e e x t ri n si c n e r v e fib e r s i n th e p e l v ic

g a n gli o n ． T h e T y p e A d n e rv e C ell c o n t a i n s c a t e c h ol a mi n e
－

P O Siti v e s m a ll g r a n u l a r

V e Si cl e s i n th e c e11 b o d y a n d p r o c e s s e s ，
W h il e th e T y p e C h n e r v e c ell h a s n o s m all g r a n ul a r

V e Si cl e s ． T h e e x t ri n si c n e r v e a x o n s くaJ f o r m b o th th e a x o － S O m a ti c s y n a p ti c e n d in g s くa s sl

a n d th e a x o
－d e n d ri ti c s y n a p ti c e n di n g s くa d sl ． T h e s e s y n a p ti c e n d i n g s c o n t a i n m a n y

a g r a n u l a r s y n a pti c v e si cl e s ．
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小額粒性ノJ 唖酌ま
，

さ ほ ど多 い も の で はな く， 少数集ま

るか単独で 散在性に
， 細胞体の 表面 に 近い 部 や樹状突

起内に存在するく写 真1 7
，

18 う0 第2 の C h 型神経細胞

は，
上 記の よう な 小顆粒性小胞 を全く含ま な い 神経細

胞で ある
．
す なわ ち Cl－ 型 神経細胞は

， 組織化学 的検索

にお い て 見 い 出さ れ た アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ 活

性陽性の 神経細胞に一
一 致す るく写 真 19 ，

2 0ン．
A d 型 神

35 5

経細胞と C h 型 神経細胞の 微構造特徴 は
，

上 記 の 小顆

粒性小胞 の 存否 を除 けば， 両者が よく似 てお り
，

す で

に 自律神経節の 神経細胞 の 微構造 に 関し て 報告さ れ た

と こ ろ
2 7I

に ほぼ
叫

致 する
．

す なわ ち 1 へ 2 偶の 核 小体

を含む球形 の 核 を有 し
，

その 細胞質は
， 粗面小胞体，

G ol gi 装 置お よ び ミ ト コ ン ド リ アに 富み
，

水解小 体 を

含む ． 樹状突起 は
， 内部 に 遊離 リボ ゾ

ー ム や管状の 粗

Ph o t o 1 7 ． A x o
－

S O m a ti c s y n a p s e くa s sl l o c a t e d o n th e T y p e A d n e rv e C ellくA dl i n th e p el v i c g a n gli o n ．

T h e a x o n al e n d i n g c o n t a in s m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s ． A r r o w i n d i c a t e s c at e c h o l a m i n e
－

p o siti v e s m all g r a n ul a r v e si cl e s l o c a t e d i n th e T y p e A d n e r v e c ell ．
x 12

，
0 0 0 ．

妄
言

．三

Ph o t o 1 8 － A x o－d e n d riti c s y n a p s e くa d sl l o c a t ed o n th e T y p e A d n e rv e C ell くA dンi n th e p el vi c g a n gli o n
．

T h e a x o n a l e n d i n g c o n t ai n s m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si c l e s ． A r r o w i n d i c a t e s c a t e c h ol a mi n e
－

P O Siti v e s m all g r a n ul a r v e si cl e s l o c a t e d i n th e T y p e A d n e rv e C e ll ． d e n ， d e n d rit e of th e n e r v e

C ell ．
x 2 0

，
0 0 0

．
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面 小胞体 を含ん で い る
．

A d 型 神経細胞 に お い て も C h 型 神経細 胞 に お い て

も ， その 細胞体の 外面 お よ び樹状突起の 外面 に
， 密接

シ ナ プ ス の 形の 軸索終末が存在 し，
シ ナ プ ス を形成 し

て い るく写 真1 7
，

1 8 ， 1 9 ， 2 0
，

図4 1
．

シ ナ プス の 局所

に お い て は
， 相接する 細胞膜が 肥厚 して密度が大 とな

り
， そ の 間 に 密度小 な幅約 20 工1 m の シ ナ プ ス 隙 が あ

る
．

シ ナ プ ス 膜の 肥 厚は， シ ナ プス 前膜よ り シ ナ プス

後膜に お い て
， よ り著明 で あ る

． 軸索終末内に は
，
多

藤

数 の 無顆 粒性小胞と
，

これ に加 え る に と き と して少数
の 大 顆 粒性小胞が 見 い 出 され る

．
A d 型 神経細胞とCb

型 神 経細胞 と で
，

シ ナ プ ス の 構造 に 差異 は見ら れな

か っ た ． 神経細胞の 細胞体や樹状突起の 周囲に
， 小額

粒性小 胞 を有 す る シ ナ プ ス 終末 は 認 め な か っ た
． A d

型 お よ び C h 型 神経細胞 に お け る上 記 の シ ナ プス終末
は

， 無作為 に 検索し た 10 1 例 に お い て ， 軸索細胞体シ

ナ プ ス くa x o
－

S O m a ti c s y n a p s ej が 28 例， 軸索樹状突

起 シ ナ プ スくa x o － d e n d riti c s y n a p s el が 73 例で あっ た
．

P h o t o 1 9 － A x o－S O m a ti c s y n a p s e くa s sl l o c a t e d o n th e T y p e C h n e r v e c e11 くC hl i n th e p el v i c g a n gli o n ．

T h e a x o n al e n d i n g c o n t ai n s m a n y a g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s ． N o s m a11 g r a n u l a r v e si cl e s a r e

S e e n i n th e T y p e C h n e rv e C ell ．
x 20

，
0 0 0 ．

P h o t o 2 0 － A x o
－d e n d riti c s y n a p s e くa d sl l o c a t ed o n th e T y p e C h n e rv e C ellくC hl i n th e p el v i c g a n gli o n ．

T h e a x o n a l e n d i n g c o n t a in s m a n y a g r a n u l a r s y n a pti c v e si cl e s ．
N o s m a ll g r a n ul a r v e si cl e s a r e

S e e n i n th e T y p e C h n e rv e C ell ． d e n
，
d e n d rit e of th e n e r v e c e11 ． x 2 0

，
0 0 0

．
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外套細胞 は扁平 な楕円形 の 核を有 し
， 神経細胞の 外

面に薄層を な して こ れ を包 んで い る ． 外套細胞の 細胞

質は， 細線推に 富 むが
， 細胞内小 器 官に 乏 し い

．

ク ロ ム親性細胞 は
， 径約 7 ノJ n l の 球形 の 核 を有 し， そ

の細胞質内に 多数の 径4 0 へ 2 00 n m の ク ロ ム 親性顆粒

を含んで い る ． ク ロ ム 親性顆粒 は， 薄 い 限界膜と その

内部に 存在 す る径30 へ 1 6 0 n m の 電子 密度大 な芯 と か

らなるく写真2 1コ．
ク ロ ム 親性細胞 は

， 神経節内で 通常，

小集団 をな して存在す るが
， 細胞相互間 に 緊密接着様

の像が見い 出され る
．

ク ロ ム 視性細胞 の 外面は
，
通常，

外套細胞に よ り お お われ て い るが
，

まれ に ク ロ ム 親性

細胞の 表面に
， 神経細胞 に 終わ っ て い る 終末と 同様の

シナプス 終末が見い 出され ， そ の 軸索終末の 内部 に は
，

多数の 無顆粒性小 胞，
とき に加 える に 少数の 大顆粒性

小胞が存在 した く写真 2 い
．

Il工．
マ ウス の 精嚢な ら び に骨盤 神経節 に分 布 す る 神

経終末の 各種 神経切 断後の 変化

1 ． 下腹神経 切 断後の 変化

下腹神経切 断後 16 時間 か ら 7 日 に わ た っ て 経時 的

に， 精嚢お よ び骨盤神経節と それ に 続く 前立 腺神経黄

と膀胱神経輩 を
，

正 常所見の 場合 と同様な 方法 で検索

した
．

なお
，

す で に 述べ たよ う に
， 骨盤神経節と前立

腺神経叢お よ び膀胱神経寮内神経節と は
，

その 構成要

素が全く同様で
， 変性実験結果に お い ても 差異 が見ら

れなか っ たの で
， 記述 を簡略に す る た め

， 以下 この 章

にお い て 記述する 骨盤神経節内に お ける 変化は
， 同様

な変化が前立腺神経叢お よ び膀 胱神経叢内の 神経節に

も生起し て い る と理解 され た い
．

写真銀法 に よる と
， 下腹神経切 断後， 精嚢の 固有層

内 一 筋層内 ．

動 脈 周囲の 各神経網内の 無髄線維 に は
，

術後 16 時間 か ら 7 日 に わ た っ て 全 く 変化 を 認 め な

か っ た ． し か し， 骨盤神経節 に お い て は
，

一

部の 有髄 ．

無髄線維 の 軸索，
お よ び

一 部の 嫌銀性神経細胞 に 終わ

る ボタ ン状終末が
， 術後16 時間 こ ろよ り， そ の 表面が

や や粗椎とな り
， 染色性が赤褐色 を呈 す るよ う に な り ，

や が て そ の 染色性 を減 じて
，

小顆 粒 に 断裂 し
，

消失し

た
．

しか し
， 術後 7 日 を経 ても， なお 多数の 健常な有

髄なら び に 無髄線維お よ び神経細胞に 終わ る ボタ ン状

終末が残存 して い るの が認 められ た
．

カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光検 出法で は

，
精嚢 の 固有層

内 ． 筋層内 一 動脈周 囲の 各神経網内の カ テ コ
ー ル ア ミ

ン蛍光陽性線維，
な らび に 骨盤神経節内の カ テ コ

ー ル

ア ミ ン螢光陽性 の 神経網胞 に は
，

術後 7 日 を経て も変

化が 認め られ な か っ た ．

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性検出法で は
， 精嚢

の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲 の 各神経網内の ア セ チ

ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽性線維 に は
， 術後変化 を

認 めな か っ た
．

し か し
， 正 常状態 で 骨盤神経節内に 存

在した ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性の 神経線

維が
， 術後 7 日 に はそ の 数の 減少 を示 した ． しか し，

この 時期 に お い ても ， 多数の 活性陽性線推の 残存 を認

めた ． ま た
，骨盤神経節内の ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ

ー

ゼ活性陽性の 神経細胞 の 活性 に は
，術後16 時間か ら7

日 に わ た っ て
， 変化を認め な か っ た ．

電顕観察に お い て は
， 精嚢の 固有層内 ． 筋層内 ． 動

脈周囲の 各神経網の 無髄軸索 とそ れの 神経終末は ， I

型 ． H 型 と も に術後 7 日 を経て も
，

なお 変性 に 陥る こ

と なく
，

正 常な 微構造 を保っ て 残存 した ． しか し
， 骨

盤神経節の A d 型 神経細胞 に終わ っ て い る密接 シ ナ プ

ス の 多数の も の く写 真221 お よ び ク ロ ム 親性細胞に 終

Ph o t o 2 1 ■ S y n a p ti c n e r v e e n d i n g くs el l o c a t ed o n th e c h r o m a ffi n c e11 くcl i n th e p el v i c g a n gli o n
．

M a n y c h r o m a ffi n g r a n ul e s a r e s e e n i n th e c y t o pl a s m o f th e c h r o m a ff in c ell ．
x 2 0

，
0 00 ．
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わ っ て い る密接シ ナプ ス の 多く の も の く写真2 3う に シ

ナ プ ス を作 っ て い る 軸索終末が
， 術 後 16 時 間 こ ろ か

ら， 明 調化変性 ある い は暗調化変性 頼 に 陥り
， 術後24

時間以 後， 完全に 崩壊 し
，

不 規則塊状 の 変性産 物 と化

し， 変性産物 は術後 7 日 で は完全 に 消失 した ． しか し，

こ の 時期に お い て も，
なお

， 骨盤 神経 節の
一

部の A d 型

神経細胞な ら びに す べ て の C b 型 神経細胞 に 終わ っ て

い る シ ナ プ ス 終末は
， 正 常な微構造 を保 っ て 残存 し て

い る
．

C h 型神経細胞 に 終わ っ て い る シ ナ プ ス 終末で
，

変性 を示 した もの は認め ら れ なか っ た ．

こ の 所見は
， 下腹神経内 を走 る神経線維 は コ リ ン作

動性の 交感神経節前線経 で あ り ， 骨盤神経節内 に存在

する 多数の A d 型神経細胞
，

お よ び か な り の 数の ク ロ

ム 親性細胞に 終わ っ て い る こ と を示 して い る
． また下

腹神経を構成する 神経線推が直接精嚢 に達 して い な い

こ と を示 して い る ．

2 ． 骨盤 内臓 神経切 断 後の 変化

藤

骨盤内臓神経を切 断 した後， 上 記と 同様に
， 経時的

に
， 精嚢壁内神経要素な ら び に 骨盤神経 節内神経要素

の 変化を検索 した ．

写真銀 法に よ る と
， 術後 16 時間 こ ろ か ら

， 精嚢の固

有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網 の 一 郎の無髄線

推軸索が
， そ の 表面 が や や粗雑と な り

， 染色性が赤褐

色を 呈 す る よう に な り ， や が て それ ら の 無髄軸索は
，

その 染色性 を減じ て
，

小顆粒 に 断裂 し
， 消失する

． し

か し
， 術後 7 日 を経て も ， なお 多数の 表 面平滑な健常

な無髄線稚軸索が残存す る
．

一 方 ， 骨 盤神経節に お い

て は ， 大部分の 有髄な ら び に 無髄線経 と
， 嫌銀性神経

細胞 に 終わ る ボ タ ン 状終末 が， 術後 1 6 時間 か ら 2 日

に ， 染色性の 低下 や 小顆 粒 へ の 断裂 な どの 二 次 変性を

示 し， 術後 7 日 ま で に 消失す る こ と を認 めた
． しか し

，

術後7 日 を経て も ， な お
， 健常な 少数 の 有髄 ならびに

無髄線推 と神経細胞 に終 わ る ボタ ン状終末が残存して

い た ．

P h o t o 2 2 ． D e g e n e r a ti o n くdl o f th e a x o
－

S O m a ti c n e r v e e n d i n g i n th e s a t ellit e c ell o f th e T y p e A d n e r v e

C ell くA dl of a d e n e rv a t e d p el vi c g a n gli o n
，
2 4 h r af t e r h y p o g a st ri c n e u r e c t o m y ． A r r o w i n d i c a t e s th e

C a t e Ch ol a m i n e
－

p O Siti v e s m all g r a n ul a r v e si cl e s i n th e T y p e A d n e r v e c ell ．
X 2 0 ，0 0 0 ．

P h o t o 2 3 ． D e g e n e r a ti o n くdl o f th e s y n a p ti c e n di n g i n th e S c h w a n n c ellくSl a t th e c h r o m a ffi n c ell tcj

i n a d e n e r v a t e d p el v i c g a n gli o n
，
24 h r a ft e r h y p o g a s t ri c n e u r e c t o m y ．

X 犯00 O ．
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カテ コ
ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よ る と

，
精嚢 の 固有

層内 ． 筋層内 ． 動 脈周 囲の 各神経網内の カ テ コ
ー ル ア

ミ ン蛍光陽性線維が ， 術後 24 時間 以後
， －－Uけt－

■

部減少 す る

の を認め た
．

し か し
， 術後 7 日 を経て も ， 多く の カ テ

コ
ー ル アミ ン 螢光陽性線維が残存 した

．
それ に対 して ，

骨盤神経節内の カ テ コ
ー

ル ア ミ ン 螢光陽 性の 神経細胞

には， 術後 7 日 を経て も
， 変化が 認 め られ な か っ た ．

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ活 性検出法 に よ る と
，

精嚢の 固有層内 ． 筋層 内 ． 動脈周 圃 の 各神経網 の ア セ

チル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性陽 性線維 に は
， 術後 7 日

を経て も， 著明 な 変化が 見られ なか っ た ． そ れ に 対し

て ， 骨盤 神経節内の 多数の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ活性陽性線維は ，術後 1 6 時間 こ ろ より 清性の 減弱を

示し始め
，術後 7 日 ま で に 多数の 陽性線維が 消失 した

．

しか し
， 術後 7 日 を経 て も

，
なお か なり の 数の 清性陽

性線推が残存 して い る の が 認 め られ た ． それ に対 し て ，

骨盤 神経節内の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ
ー

ゼ活性陽性

の 神経細胞 の 活性 に は変化が認 め られ な か っ た ．

電顕観察 に よ ると ， 術後 16 時間 こ ろよ り， 精嚢の 固

有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網の
一

部の 王 型神

経終末 が
，

二 次変 性 に 陥 っ た
． す な わち

，

一

部の 無

髄軸索と こ れ らの 軸索終末は
， 術後 16 時間こ ろ よ り

，

明調 化変性 あ るし ユは暗調化変性5 別 に 陥り
， 術後 24 時間

以 乱 完全 に 崩壊し， 不規則塊状 の 変性産 物と化す る
．

変性産 物は
， 術後2 日に なる と， 脛 大した S c h w a n n 細

胞内に 封入 体状に な っ て残る が
， 術後 7 日 で は完全に

消失す る ． しか し
，

こ の 時期に お い て も
， な お 多数の

無髄軸索とI 型 お よ びII 型終末が正 常な微構造 を保 っ

て 残存し て い る
． ま た ， 固有層内く写真24ト筋層内く写

真25 ト 動 脈周囲 く写真2 別 の 各神経網に お い て
， 術

Ph o t o 2 4
．

D e g e n e r a ti n g a x o n s くdI in th e S c h w a n n c ellくSJ a n d s u rv i vi n g T y p e I a x o n al e x p a n s i o n

t I J i n a n e r v e b u n dl e o f th e i n t r a p r o p r i al n e r v e pl e x u s of a d e n e rv a t e d s e mi n al v e si cl e
，
2 4 h r a ft e r

p el vi c s p l a n c h n i c n e u r e c t o m y － g ， gl a n d ul a r c e11 ．
x 2 0

，
OO O ．

P h o t o 2 5 ． D e g e n e r a tin g a x o n くd 川 一th e S ch w a n n c ellくSl a n d s u rv i vi n g T y p e II a x o n a l e x p a n si o n

りりi n a n e r v e b u n d l e o f t h e i n t r a m u s c u l a r n e r v e pl e x u s o f a d e n e r v a t ed s e m i n al v e si cl e ， 2 4 h r a f te r

P el vi c s pl a n c h n ic n e u r e c t o m y ． m
，

S m O O th m u s cl e c ell ．
x 2 0

，
00 O ．



3 6 0

後 2 4 時間か ら 2 日の 間に
，

や や 腰 大 した 同 一

の S c h ．

w a n n 細胞内 に 囲まれ て ， 正 常な I 型 終末あ る い はIl

型終末と終末の 変性産物 とが 同時に 存在す る所見に
，

しば しば遭遇 した
．

こ の とき
， 筋層の 平滑筋細胞に 終

わ っ て い る ト型 の 密接シ ナ プス に は変性 を認 めな か っ

た ．

術後骨盤神経節 を電顕 で 観察す る と ， A d 型 神経細

藤

胞 く写真271 な らび に ク ロ ム 親性細胞 く写真28う に シ

ナ プ ス を作 っ て 終わ る神経終 末の 一 部と
，
C h 型神経細

胞 く写真291 に シ ナ プ ス を作 っ て 終わ る神経終末の す

べ て が
， 術後 1 6 時間 こ ろ よ り 二 次変性に 陥 っ た

． しか

し
， 術後 7 日 を経て も

，
なお

，
A d 塾 神経細胞に シ ナプ

ス を作 っ て 終わ る 神経終末の 多数が
，

正 常 な微構造を

保 っ て残存し た
．

こ の 所 見は
， 骨盤内臓神経内を走る

Ph o t o 2 6 ． D e g e n e r a ti n g a x o n s くd H n th e S ch w a n n c ell くSl a n d s u r vi v i n g T y p e II a x o n al e x p a n si o n s

くIIl i n a n e rv e b u n dl e o f th e p e ri a r t e ri al n e r v e pl e x u s o f a d e n e r v a t e d s e mi n a l v e si cl e
，
2 4 h r aft e r

p el vi c s pl a n c h n i c n e u r e c t o m y ．
x 2 0

，
0 0 0 ．

P h o t o 2 7 ．
D e g e n e r a ti o n くdl o f th e a x o －

S O m a ti c n e rv e e n d in g i n th e s a t e11it e c e1l o n th e T y p e A d

n e r v e c ellくA dl of a d e n e r v a t e d p el v i c g a n gli o n
，
24 h r a ft e r p el vi c s pl a n c h n i c n e u r e c t o m y ． A r r o w s

in di c a t e th e c a t e ch ol a m i n e
－

p O Siti v e s m a ll g r a n ul a r v e si cl e s i n t h e T y p e A d n e r v e c ell ．
X 2 0

，
O O O ．
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神経線維の 大多数は
， －－－．

一

部の A d 型神経細 胞と ク ロ ム

硯性細胞 なら び に す べ て の C h 型 神経細 胞に シ ナ プ ス

を形成し て 終わ っ て い る こ と を示 し て い る ．

3 ． 骨盤 神経 節切 除後 の 変 化

骨盤神経節切 除後， 写真銀 法に よる と
， 精嚢 の 固有

層内
一 筋層内 ． 動脈 周 囲 の 各神経網の 無髄線維軸索の

すべ て が
，
術後 16 時間か ら 2 日 に

， 染色性 の 低下 や小

額粒へ の 断裂 な どの 二 次 変性像を示 し
，
術後 7 日 ま で

に完全に 変性消失し た ．

カ テ コ
ー

ル ア ミ ン 螢光検 出法 で は
， 精嚢 の 固有層

内 ． 筋層内 ． 動脈 周 囲 の 各神経網の カ テ コ
ー

ル ア ミ ン

3 6 1

螢光陽性線椎は
， 術後 16 時間こ ろ よ り 著しく減少 し

，

2 4 時 間以 後， 完全 に 消失 した
．

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性検出法に よ る と ，

精嚢 の 固有層内 ． 筋層内 ． 動脈周 囲の 各神経網の ア セ

チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ活性陽性線維は
， 術後 16 時間

こ ろよ り活性 の 減弱を示 し始め， 術後7 日 ま で に その

活性は完全 に 消失し た ．

電顕 観察で は
， 精嚢の 固有層内 ． 筋層内 ．

動脈周 囲

の 各神経網の す べ て の 無髄軸索なら び に その 工型 ある

い は工I 型 終末が
，術後 16 時間か ら2 日 に 二 次変性像を

示 し
， 術後7 日ま で に 消失 した ．

P h o t o 2 8 ． D e g e n e r a ti o n くdナof th e s y n a p ti c e n d in g o n th e ch r o m affi n c ell くC H n a d e n e r v a te d p el vi c

g a n gli o n
，
2 4 h r a ft e r p el v i c s pl a n c h n i c n e u r e c t o m y －

X 2 0
，
00 0 ．

P h o t o 29 ． D e g e n e r a ti o n くdl o f th e a x o－S O m a ti c n e r v e e n di n g i n th e s a t ellit e c ell o n th e T y p e C h n e r v e

C ell くChI o f a d e n e rv a t e d p el v i c g a n gli o n
，
2 4 h r af t e r p el vi c s pl a n c h n i c n e u r e ct o m y ． x 2 0

，
00 0 ．
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考 察

王 ． 精嚢腺細胞と平 滑筋の 微構造

N a s s o n o v
5 鋸は マ ウ ス の 精嚢の光顕観察に お い て

， 腺

細胞内に 明調な細胞質 に 囲ま れ た分泌顆粒 の 存在を は

じめ て報告 した ． 次い で M o o r e ら
抑 は

，
ラ ッ トの 精嚢

腺細胞 に お い て同様な額粒の 存在 を認め
，

こ れ の 色素

に よる染色性が
， 腺膿 内の 分泌物 の 染色性 と 同 一 で あ

る こと か ら，
こ の顆 粒が 分泌顆粒 で ある こ と を確証し

た ． 藤 田
3 3りまマ ウ ス精嚢腺細胞 の 電顕観察を行な い

，
限

界膜 に 包まれ
， 内部 に電子 密度大な小顆粒を 含む分泌

顆粒の 像を報 じて い る． 今 回の 著者の検索 に お い ても
，

腺細胞内に 藤田
3 3Iの 報 じた と 同様の 微構造 を有す る 分

泌顆粒 を認 め， こ の分泌顆粒の 内容物が 腺腔内の分泌

物と 同 一

の電子 密度を呈 す る こ とが 明らか とな っ た
．

分泌顆粒の 分泌様 式に 関 して は異論が あ る ． A it k e n
4 11

は
，

ヒ ツ ジの 精嚢の 光顕所見に お い て， 大場珊
は ラ ッ ト

の精嚢 の電顕所見に おい て
， そ れぞ れ腺細胞の遊離面

に
， 分泌顆粒 を含む細胞質の 突 出が ある と して

，
離出

分泌くap o c ri n e s e c r e ti o n l を主張し た ． しか し Li n ら
3 71

は ハ ム ス タ ー につ い て
，
P1 6 e n

川 は ヒ ツ ジ に つ い て
，
そ

れ ぞれ 電顕検索に おい て
，

分泌顆粒を含 む細胞突起が

認 め ら れ な い と して
， 十 分 な 根拠 も な く 漏 出分 泌

くe c c ri n e s e c r e ti o nl を主張 した
． 著者 の 今回 の電廠

検索 で は， 電子密度大な 分泌物質を 含む分泌顆粒 の限

界膜 と， 腺細胞遊 離面の細胞膜 との 融合点 に
， 開口部

が存在 し
，

こ こ を通 じて 分泌顆粒内の 分泌物質の みが

腺腔 に 出る典型的な開口 分泌くe r u ptt ri n e s e c r e ti o nl

の像が 観察され た
．

い わ ゆ る離 出分泌 を思わ せ る よう

な像 に は接 しなか っ た． 著者の 上 記の 知見 は， 精嚢に

お ける開 口分泌 を確実 に 証明 した もの と い え よう
．

精轟 の筋層に 関 して は
，
す で に A トZ u h ai r ら

1 61が
，
モ

ル モ ッ トの 精嚢で は輪状筋層が発達 し， 尿道近傍部に

お い て の み
， 付加的に 外縦筋層が存在す る と報告 して

い る ． 今回 の マ ウス の 例 に お い て は
，

よ く発達 した輪

走筋の 内外 に
， 散在性の 外縦筋層と

， 縦走な い し斜定

性の 最内筋層の 存在が認 めら れ
，

ま た排出管 の 部位で

は固有の筋層 を欠き， 尿道と 共通 に
，

骨格筋性 の 尿道

括約筋に よ っ て囲ま れ て い る こ とが 判明 した
． 精嚢筋

層の 平滑筋細胞 の 微構造 に 関 して
，

A u m 朗1 e r
3 2I は

，
サ

ル の 精嚢の電顕観察 に お い て
， 平滑筋細胞間に 密接結

合 くcl o s e c o n t a ctl の存在 を認 め たが
， 細隙結合くg a p

j u n cti o n l の存在 を否定 した ． しか し今 回の マ ウ ス の 例

で は
， 平滑筋細胞 の細胞膜同士 が 約20 A の 間隙を も っ

て 限局的に 接す る細隙結合 くg a p ju n c ti o nI 様 の 像に

接 した ． 但 し著者 は割断 レ プ リ カ標本 に よる検 索を行

な っ てい な い の で
，

こ の 部 に お ける膜 内粒子 の 存否 を

藤

確め 得な か っ た
．

したが っ て今 回 は細隙結合様の構造

を見い 出した と報ずる に と どめ た ． 今回著者が得たと

同様な細 隙結合様 の 構造 は
， 瞼板筋6 1

や 限裔筋矧
の 平

滑筋 に お い て も見い 出され て い る
．

H ． 精嚢の 神経支配

F al c k ら
1 2I は初め て

， 螢光検出法に よ っ て，
モ ル モ ッ

トの 精真壁の 神経網中に カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性の

神経線維の 存在 を報告 した ． そ の 後， D e n t ら
4 2
恨

， ウ

サ ギの 精嚢に つ い て
， 電顕 に よ る コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ

証明 法 に よ り
，

その 固有 層内 に
，

ア セ チル コ リ ンエ ス

テ ラ
ー ゼ活性 陽性で ， 無顆粒性小胞 を含む神経軸索の

存在 を報告 した
．
A l ． Z u h a i r ら 1 61 は

，
モ ル モ ッ トの精嚢

の組織化学的検索 に お い て， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽

性線経 とア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ
ー

ゼ酒性陽性線維の

存在 を再確認 し
，

さ ら に 過 マ ン ガ ン酸 カ リ固定を施し

た材料の 電顕観察 に よ っ て
，

小額粒性小 胞 を含む終末

と多数の 無顆粒性小胞 を含 む終末と を報告 して い る
．

今 回の 検索 に お い て は
， 固有層内 ． 筋層内 ■ 動脈周

囲の 各神経網 に
，

その走行 中に 膚状腫大 を有するカテ

コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線経 と ア セ チ ル コ リ ン エ ステ

ラ ー ゼ活性陽性線経と が 共に 分布 し
， 固有層内神経網

で は後者が 比較的多く
，

筋層内お よ び動脈周囲神経網

に お い て は前 者が 比較的多か っ た ． 電顕観察で は
， 精

襲内の 神経網 に
， 常 に小顆粒性小胞 を含み

，
その ほか

少数 の無顆粒 性小胞や 大顆粒性小胞 を含ん で い る工型

神経終末と
， 多数の 無顆粒性小胞と

，
とき に少数の大

顆粒性小胞 を含ん で い る H 型 神経終末 とが 見い 出され

た ．
こ の よ う な 工型 お よ び H 型 神 経終 末は， 最近涙

腺
5 引

， 瞼板筋
6 り柑

，
眼 窟筋

6 2I な どに お い て見 い 出され
，

自律神経系の 各種侵害実験 に よ っ て
，

工型 終末がアド

レ ナ リ ン作動性の 交感神経 系節後 ノイ ロ ン の 終末で あ

り
，

H 塾 終末が副交感神経 系の コ リ ン 作動性の 節後ノ

イ ロ ン の 終末で あ る こ と が実証さ れ た神経終末 に
， 徴

構造 の 観点 か ら 一 致す るも の であ る
． 精嚢の 神経網中

の 上 記の 工型 終末お よび H 型 終末は
，

その 大多数がい

わ ゆ る遠距離 シ ナ プ ス くdi st a n t s y n a p s el で あり，
き

わ め て 少数の 工 型終末が 筋層の 平滑筋細胞 に密接シナ

プ ス くc o n t a c t s y n a p s el を呈 し て 終わ っ て い た ．
A I J

Z u h ai r ら
1 61

は筋層 の 平 滑筋細胞 に対 し， 小顆粒性小胞

を含む終末 と無顆粒性小 胞を含 む終末とが 密接 シナプ

ス を 形成 し て終わ り
，

無額粒性小 胞を 含む終末が腺細

胞 に 密接シ ナ プス を作 っ て い る と報 じて い るが
，

すで

に 述 べ た よう に ， 著者の 検索で は ， 筋層の 平滑筋細胞

に きわ め て少数認め た に す ぎず，
しか も それ ら はすべ

て 工型 終末 に 属 して い た ．

工型終末と工工型終末の 各神経網 に 出現 す る分布密度

の 検索 で は
，

ト型とII 型 の 比 が
， 固有層内神経網で 1 こ
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10 ，
筋層内神経網で は 5 ニ 3

，
動脈 周 囲神経網 で は 7 ニ

3 で ，
こ の 数値 は固有層 内神経網 では H 型終末が 多く

，

筋層内神経 網と動脈周囲神経網 で は 工型終末が 多い こ

とを示し て い る
．

こ の こ とは
， 固有層内神経網 で はカ

テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線継が少な く ，

ア セ チ ル コ リ

ンエ ス テラ ー ゼ活性陽性線維が 多く
， 筋層内お よ び動

脈周囲神経網 では逆 に
，

カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線

推が多く
，

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ 括性陽性線推

が少な い と い う 著者 の 組織 化学 的知 見とよく
叫

致する
．

神経侵害実験 に お い て
， 下腹神経切断後， 精嚢の 各

種神経網の カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線推な ら び に ア

セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ 活性陽性線推，
お よ び電顕

検索に お い て 観察され る ト型終末と H 型終 末に は変化

が認め られ なか っ たが
，

こ の 点 は F al c k ら
12J

，
O w m a n

ら
l封

，
A l －Z u h ai r ら

4 3J
の 組 織 化 芋 所 見，

お よ び Al －

Z uh ai r ら 刷 の 電顧 観察所見 と よ く
一 致 す る

．
ま た ，

Sj6 st r a n d
4
切 生 化学 的 ノ ル ア ド レ ナ リ ン 走塁 試験 に

おい て
， 下腹神経切断に よる影響が見 られ な か っ たと

する知見と
，
よく符合す る ． A トZ u h a i r ら

1 7，4 31 は骨盤神

経節切除後， 精嚢の 全神経網 が変性 に 陥る報 告を して

いるが
， 著者の 今回の 実験で も 彼ら の 実験結果 に

一 致

して
， 精嚢の 神経網中の カ テ コ

ー ル ア ミ ン螢光陽 性線

経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の す べ

てが消失し
， 同時 に 電顕 的に

，
工型終末と H 型 終末が

すべ て 変性 に 陥 っ た
．

こ の こ と は ア ド レ ナ リ ン作動性

のI 型終末と コ リ ン作動性のII 型 終末は， と も に 精嚢

外部に起始細胞 を有す る ノ イ ロ ン の 終末 で あ る こ と を

示してい る ． この 間題 に 関連し て ， A l ． Z u h ai r ら 刷 は
，

骨盤内臓神経切 断実験 を行な い
， 精嚢の 神経網 中の カ

テコ
ー

ル ア ミ ン螢光陽性線維 に も
，

アセ チ ル コ リ ン エ

ステ ラ ー ゼ活性陽性線維 に も， 電顕 検索に お い て観察

される神経終末に も
， 術後変性を見 い 出し得な か っ た

と報じて い る が
， 著者の 今回 の 骨盤内臓神経切 断実験

では
， 術後精嚢の 神経網 に お い て

，
カ テ コ ー ル ア ミ ン

螢光陽性線椎 の 軽度の 減少と
， 電頗 的に

， 細 い 神経束

におい て 少数 の 終末の 変性が観察され た
．

こ の とき 大

多数の 工型 終末と H 型 終 末は 変性 せ ず 正 常 に 残存 す

る
． しか も こ の 際筋層の 平滑筋細胞 に 密接 シ ナ プ ス を

作っ て い る工 型終末は 変性 を示 さ なか っ た
． 以 上 の 事

実は， 骨盤内臓神経 切断後の 電顕 像に お い て 見ら れ た

細い神経束中の 終末の 変性 は遠距離 シ ナ プ ス の 形 の 工

型終末の 一 部の 変性像 で あ り，
こ の 工型 終末を 形成す

る神経線椎が骨盤内臓神経を通 り骨 盤神経 節を通 過 し

て精嚢に 達する こ と を示 して い る
．

Sj6 st r a n d
り
は ネ コ

で
， 腰 ． 仙骨部の 交感神経幹 を切除 する と精管や 前立

腺の動脈周囲の カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線椎が著明

に減少 する こと を報 じて い るが
，

上 記著者 の 骨盤内臓
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神経切断実験 に お ける 変性軸索終末も
，
腰 ． 仙骨部の

交感幹神経節 の 神経細胞に 起始 し， 骨盤内臓神経 を経

由 して 精嚢に 至 る もの と 考え られ る ．

II王． 骨盤 神経節内の 神経細胞と こ れ に 終わ る 神経終

末

古く L a n gl e y ら 叫 は
， ネ コ で

， 下腸間膜動脈神経節

へ の 脊髄神経か ら の交通枝 を切 断す る と
， 下腹神経 に

含まれ て い る有髄神経線推の 大部分が変性 に 陥る こ と

を見い 出した ． さ ら に L a n gl e y ら
吋

は， ウサ ギで
， 下

腹神経 の 電気刺激 に よ る骨盤臓器の 収縮 に ニ コ チ ン を

作用 させ る 実験 に 基づ き ， 下腸間膜動脈神経節 を通過

して
，

こ れ よ り末梢に 位置す る神経節に 入 る節前線推

の 多い こ と を示 唆 した ． これ らの 報告がな され た に も

かか わ らず
， 下腹神経が交感神経系の 節後線維を骨盤

内臓に 送る と い う 従来の 説は長く信 じられ てき た
．

そ

の 後 R a n d ら 2 鳩 モ ル モ ッ トで
， 自律神経節遮断剤 で

ある へ ミ コ リ ニ ウム が
， 下腹神経刺激に よ る精管の 運

動 を 阻害す る こ と を 見 い 出 し
，

Sj6 st r a n d
3
りま

，
こ の

R a n d ら
2 切 所見 を， 種々 の 自律神経節速断剤で再確認

し
，
下腹神経 を構成す る神経線維が

，
下腹神経 よ り末

相の 部位で， 次位の ノイ ロ ン に 対 して シ ナ プス を形成

して い る可能性を指摘 した ． また
，

すで に 述 べ たよ う

に Sj 6 s t r a n d 車 は
，

この こと を化学的伝達物質の 観点か

ら確か め るた め ，
モ ル モ ッ トで

， 下 腹神経切断10 日後

の 精嚢と精管の ノ ル ア ド レ ナ リ ン含有量 を生 化学 的に

測定 した ． そ の 結果， 正 常な場合 に 比較 して
， 切 断後

ノ ル ア ド レ ナ リ ン が ほ と ん ど減少 し な い こ と を確認

し
， 下腹神経の 末稗部 に ア ド レ ナ リ ン作動性 ノイ ロ ン

が 存在す る こと を強く示唆 した ． そ の 後
，
O b li n ら引 は

，

上 記の Sj 6 s tr a n d 叫の 所見を
，

モ ル モ ッ トと ラ ッ トで 再

確 認 し
，

つ い で B e n tl e y ら
7
使 は じ め 多 く の 研 究

者8 ト 1 1I
が

，
上 記の 自律神経節遮断剤を用 い た R a n d ら

21

の 所見 を， 種々 の 哺乳類の 精管 一

子宮 ． 精嚢に つ い て

再確認 した二
一 方， F a l c k ら

1 2I は
， 組織化学的方法 に よ り

，
モ ル

モ ッ トで
， 骨盤神経節内 に カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光を発

する 神経細胞が 多数存在す る こ と を示 し た
．

また
， す

で に述 べ たよう に 彼ら は
， 精嚢壁 や精管壁に 分布す る

カ テ コ
ー

ル ア ミ ン螢光陽性神経線推 は
， 下腹神経切 断

に よ り変化を示 さ な い こ と も明 ら か に し た
．

これ ら の

組織化学的所見に 基 づ き
， 彼ら は

， 精嚢壁 や精管壁 を

支配する ア ド レ ナ リ ン 作動性 ノイ ロ ン の 細胞体が， 骨

盤神経節内に 存在 する と 結論 した ． F a l c k ら
1 2
切 所見

は O w m a n ら
131

に よ り
， 他の 種 々 の 晴乳類で も確認さ

れ た
．

その 後，
M u s t o n e n ら

2 61 は
，

ラ ッ トで
， 電顕検索

に よ り， 下腹神経 をも含 めた広範囲な交感神経系の 破

壊で ， 骨盤神経節内の 神経細胞周 囲終末の 多く の もの
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が 変性す る こ と を見い 出 し
， 骨盤神経節内に 交感神経

系の 節後ノ イ ロ ン の 細胞体 が 存在 す る と 主 張 し た ．

さ ら に W a k a d e ら
1 弟

は
，

モ ル モ ッ トで
， 骨盤神経節内

に カ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光陽性神経細胞が 存在す る こ と

を再確認す る とと も に
， 骨盤神経節か ら精衰 へ 向か っ

て発 する神経束を結染す る こ と に よ り
， 精義壁 の カ テ

コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線推 が 変性消 失す る こ と を 示

し， 上 記の 説 を支持 した
．

ま た ， す で に 述 べ た よう に
，

A l － Z u h a i r ら
4 3I

は ，
モ ル モ ッ トで

， 精嚢壁 に 分布 する カ

テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線推お よ び竜顔観察 に て見ら

れ る小額粒性小胞 を含む神経終末が とも に
，
下腹神経

切断 に よ っ て全く変化せ ず
， 骨盤神経節切除後 す べ て

変性消失す る所見 を得て， 上 記の 説を支持 した
．

一 方 ， 骨盤神経節は， 交感神経 に 属す る下腹神経 と

と も に
， 副交感神経に 属す る骨盤内臓神経 を受 けて お

り， 副交感神経節後ノ イ ロ ン の細胞体 を多数含 んで い

る との 説が 古く か ら 一 般 に 受 け入 れ られ てい る
6 6J

． 井

村
22I

は ，
マ ウス で

，
光顛検索に よ り ， 骨盤内臓神経切 断

後， 骨盤神経節内の 神経細胞周 囲終末の 多く の も の が

二 次変性 に 陥る こ と を見 い 出 し， 上記の 説を支持 した
．

井村2 2I
の 所見は

，
谷 口

2 引と 中村 細 に よ っ て マ ウス で再

確認さ れ ，
さ ら に 電顕検 索に お い て も

， 山田
2 別に よ っ て

マ ウス で
，
M u st o n e n ら

2 6J に よ っ て ラ ッ トで
，
骨盤内臓

神経ある い は仙骨神経根 の切断後 に
， 骨盤神経節内の

神経細胞周 囲の 神経 終末が 変性することが 確認され た ．

F al c k ら
1 叶は

，
モ ル モ ッ トで， O w m a n ら

瑚 は
，

モ ル

モ ッ ト と ラ ッ ト と ウ サ ギ で
， 骨盤神経 節 内に は カ テ

コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性の 神経細胞 の ほか
， 陰性の 神経

細胞 も 多数存 在す る こ と を認 め， B ell ら1 8Iは
，

モ ル

モ ッ トで ， 骨盤神経節内に カテ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性

の 神経細胞 と陰性の 神経細胞が 混在 して い る こ と を再

確認す る と とも に
，

カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陰性の 神経

細胞が ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性 を示 す こ と を

明 らか に した
． 彼らは この所見に より

， 骨盤神経節は交

感神経 に属す る ア ドレ ナリ ン作動性 ノ イ ロ ン の ほか
，

従来考 え られ て い た よう に
， 副交感神経 に 属す る コ リ

ン 作動性 ノ イ ロ ン の 細胞体 をも含 ん で い る こ と を組織

化学の面 か ら 支持 した
．

今回 の電顕観察に お い て
， 骨盤神経節内に

， 小顆粒

性小胞 を含む A d 塾 神経細胞 と，
こ れ を含 ま な い C b

型神経細胞と の 2 種の神経細胞 を見 い 出 した
． 小顆粒

性小胞 は
，

ア ド レ ナ リ ン 作動性 ノイ ロ ン の 軸索終末に

多数含 まれ て い る小顆粒性 シ ナ プ ス 小胞に 類似 して い

る
．

こ の よう な小 額粒 性小胞 は
，

す で に H 6 k f elt
6 7l

，

V a n O rd e n ら
叫

，
Ri ch a r d s ら

6 9
りこよ っ てラ ッ ト の 上頸

神経節の神経細胞 の細胞体 や樹状突起 に
， 多少と も含

まれ て い る こ と が明 らか に され てき て い る ． さ ら に
，

V a n O r d e n ら
6 8I

と R i c h a rd s ら
6 9

耽 レ セ ル ピ ン投与
後 こ の 小 顆粒性小 胞が 消失す る知見を得，

この 間粒が

生体ア ミ ン で あ り
，

お そら く ノ ル ア ド レ ナ リ ン で あろ

う と述 べ て い る ．
この 知見 を考慮す れ ば ， 著者の組織

化学的所見 に 見られ た カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性の神

経細胞が
，
電顕像 に 見ら れ た A d 郵中経細胞に相当し

，

ア ドレ ナ リ ン作動性 ノ イ ロ ン で あ り
， 組織化学的所見

に 見られ た アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性陽性の神

経細胞が
，
電顕像 に 見 られ た C b 型 神経細胞 に相当し，

コ リ ン 作動性ノ イ ロ ン で あ ると 考え られ る ．

神経切 断実験 に よ れ ば ， 下腹神経切 断後，
A d 型神経

細胞 お よび ク ロ ム 親性細胞 に シ ナ プ ス を作っ て終わる

神経終末の 多くの も の が変性に 陥り
，

一 方， 骨盤内臓

神経切断後，
す べ て の Cb 塾 神経細胞お よ び 一 部の A d

郵中経細胞な らび に ク ロ ム 親性細胞 に シ ナ プス を作っ

て終わ る 神経終末が変性 に 陥る こ とが 判明 した ． この

所見 は
， 副交感神経系の節前線維 は

，
も っ ぱら骨盤内

臓神経 を経 由して 骨盤神経節に 達す るが ， 交感神経系

の 節前線推 は， そ の 大 部分が下腹神経 を経由し，

一

部

が 骨盤内臓神経 を経由して ， 骨盤神経節に 至 る ことを

示 して い る ． また
，

こ の所見は
，

ク ロ ム 親性細胞に終

わ る神経終末 は， 下腹神経ある い は骨盤内臓神経を経

由する 交感神経系の 節前線維 に 属す る こ と を示 して い

る ．
こ れ に 対 して

， 山 野
51 は

，
マ ウス で

， 骨盤内臓神経

切断後，
M u s t o n e n ら

261
は ， ラ ッ ト で

，
下腹神凄をも含

めた 交感神経系破壊 あ るい は仙骨神経根 の 切断後
，
と

も に
， 骨盤神経節 内の ク ロ ム 親性細 胞 に シ ナ プ スを

作 っ て 終 わ る神経終末 に 変性が 認め られ なか っ たと報

告 して い る
． 山田

2 51 お よ び M u st o n e n ら
坤

は， おそら

く ， 残存終末の み を観察 し， 神経終末の 変性像をとら

える こ とが で き な か っ たも の と考 えら れ る ．

結 論

精嚢の 微構造と神経支配 を， 正 常な ら びに 各種の神

経侵 害に よ る二 次変性実験 を施 した マ ウ ス に つ い て検

索 し
， 次 の 結果 を得た ．

1 ． 腺細胞の 分泌顆粒 は開口 分泌 くe r u pt c ri n e s e cr－

eti o nンに よ っ て内容物 を分泌す る ． 筋層の 平滑筋細胞

相互 間に 細隙結合 くg a p j u n c ti o nl 様の 接着が認めら

れ る
．

2 ． 骨盤神経節 を発 して 精嚢に 入 る無随神経線綻は
，

固有層 内 ． 筋層内 ． 動脈周囲神経網 を形成 し
，
神経網

は カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線碓 と ア セ チ ル コ リ ンエ

ス テ ラ
ー

ゼ 活性陽性線推 か らな り ， 無髄軸 索はその走

路 に 感状 に 腰大 した 神経終末 を形成 し て い る ．
カテ

コ
ー ル アミ ン螢光陽性線推の

一

部が
， 骨盤内臓神経切

断後消失す る
．



精嚢の 構造と神経支配

3 ． 電子頗微鏡的 に は
，

上 記の 軸索腰大部に は多数

のシナ プス 小 胞が存 し， 3 種の 神経網に お け る軸索腫

大部の 大多数は
，

この 部で S c h w a n n 細胞斡 が欠如し
，

腺細胞ある い は平 滑筋細胞 に 対す る遠距離 シ ナ プス を

呈する
．
筋層内の

山 部の 軸索腫 大部は平滑筋細胞 の 外

面に 密接シ ナ プ ス を形成 して い る ．

4 ． 軸索が腫 大 した神経終末は工 型 と H 型 に 区分さ

れる．
I 型は常 に カ テ コ ー ル ア ミ ン を含 む小顆粒性小

胞を有し， と き に 少数 の 無顆粒性小 胞 ある い は大顆粒

性小胞を有す る ． 1I 型 は多数の 無頼粒性小胞 を有 し
，

とき に少数の 大顆粒性小胞 を有す る
． 神経網 中の 遠距

離シ ナプス は ト型終末か 工1 型 終末で あり
，

ト型と王工型

の比は
， 固有層内神経網 で は 1 こ10

， 筋 層内神経網 で

は5 二 3
，

動脈周 囲神経網 で は 7 二 3 で あ っ た ． 筋層

の平滑筋細胞に 終わ る密接 シ ナ プ ス は す べ て 工型終末

であっ た ．

5 ■ 骨盤神経節に は， 交感神経節後線維 の 起始細胞

で ある カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性 の A d 型 神経細胞，

副交感神経節後線推の 起始細胞で ある ア セ チ ル コ リ ン

エ ステラ ー ゼ活性陽性の C h 型神経細胞，
お よ び ク ロ

ム親性細胞が ある ． A d 型 神経細胞 の 細胞質 や樹状突

起の 一 部に カ テ コ
ー ル ア ミ ン を含む 小顆 粒性小胞が 存

在する ． A d 型 お よ び Ch 型神経細胞 に は
，
ア セ チ ル コ

リ ンエ ス テラ
ー

ゼ活性陽性で
， 多数の 無顆粒性小 胞を

含む軸索終末が
， 軸索細胞体 シ ナ プ ス あ る い は軸索樹

状突起シ ナ プ ス を形成 して 終わ っ て い る
． 両種の シ ナ

プスの 出現頻度は 3 ニ 7 で あ っ た ． ク ロ ム 親性細胞 に

も外来神経線維 が密接 シ ナ プス 終末 を形成 して い る
．

6 ■ 下腹 神経切 断後， 骨盤神経節の A d 型 神経細胞

に終わる神経終末お よ び ク ロ ム 親性細胞 に 終わ る終末

の大多数が 二 次変性 に 陥る ． し か し精嚢の 神経網中の

神経要素に 変化は現 わ れ な か っ た ． 骨盤内臓神経切断

後
， 骨盤神経節の Ch 型 神経細胞 に 終わ る 神経 終末の

すべ て が 二 次変性 に 陥 り
，

A d 型 神経細胞 に 終 わ る終

末なら びに ク ロ ム 親性細胞 に 終わ る終末の 少数が 二 次

変性に 陥る
． 同時 に 精嚢 の 神経網中の

一

部の ト型神経

終末が変性に 陥る
． 骨盤神経節切除後， 精嚢の 神経要

素はす べ て 二 次変性 に 陥る
．

7 ． I 型神経終末はア ド レ ナ リ ン作動性の 交感神経

節後線維の 終末 で あ り ， そ の 大部分 は骨 盤 神経節 の

A d 型神経細胞 に 由来 し
， －1一朝 ま交感幹神経 節の 神経

細胞に 由来す る ． 工1 郵中経終末は コ リ ン作動性の 副交

感神経節後線椎 の 終末で あ り
，
す べ て骨盤神経節の Ch

型神経細胞に 由来す る
．

8 一 下腹神経 を構成す る神経線維 が交感 神経節後線

堆から なる とす る従来の 定説は誤り で
，

ほ と ん どす べ

て交感神経節前線稚か らな る
． 骨盤 内臓神経 に は多数
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の 副交感神経節前線軌 少数の 交感神経節前線推，
お

よび 少数の 交感神経節後線推が 含まれ て い る ．
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M ． M ． 鹿 Y e n e zi al e

，
C ．

M ． ニ U lt r a st r u c t u r al a n d b i o c h e m i c al st u di e s of

g ui n e a pi g s e mi n a l v e si cl e d u ri n g p o st n a n al d e v el o
－

p m e n t a n d a ft e r c a s t r a ti o n
． I n v e st ． U r o l ．

，
1 8

，
1 3－2 0

く19 8 01 ．

39J L a t al s k i
，
M －

， S p r u c h
，
T ． 及 O b u c h o w sk a

，
D ． こ

Ult r a st r u ct u r e o f th e e pith eli u m o f th e s e m i n al

V e Si cl e s a ft e r th e a p pli c a ti o n o f th e p r e p a r a ti o n

S ti m ul a ti n g th e s e c r e t o r y f u n cti o n o f th e p r o st a t e

gl a n d ． Z ． m i k r o s k － A n a t ． F o r s ch ． ， 9 4
，
9 5 2r 9 5 8 く19 8 0J ．

叫 大場修 司 こ ラ ッ ト精嚢腺の 形態学的研究． 去勢お

よび男性ホ ル モ ン投与時の 変 化 日泌 会誌
，

70
，
1 3 13

－ 1330 く19 7 91 ．

叫 Ai tk e n
，
R ． N

． C ． ニ A h i s t o c h e m i c al st u d y of

th e s e mi n al v e si cl e o f th e sh e e p ． J ． A n a t ．
，
89

，
4 3 0

－43 9 く19 5 51 ．

42ナ D e n t
，
J ．

，
H o d s o n

，
N

． 及 S elh i
，

H ． ニ U lt r a
．

S tr u Ct u r al d iff e r e n ti a ti o n o f fib r e ty p e s i n r a b b it

S e mi n al v e si cl e s ■ J ． P h y si ol ． くL o n d ．J ，
2 17

， p r O C e e d ．

P h y si ol ． S o c ．
，
7－9 く1 9 7 1J ．

43J A l － Z u h a i r
，
A ． G ． H ．

，
G o sli n g ， J ． A ． 鹿 D i x o n

，

J ． S
． こ L i gh t a n d el e c t r o n m i c r o s c o pi c st u d i e s o n

th e i n tri n si c i n n e rv a ti o n o f th e g u i n e a－Pi g s e mi n al

V e Si cl e f oll o w i n g s el e c ti v e a x o t o m y ． J ．
A n a t ，

，
1 2 4

，

615－625 く1 97 7J ．

叫 H o nji n
，
R ． ニ O n t h e n e rv e S u P Pl y of th e l u n g

Of th e m o u s e
，
W it h s p e c i al r ef e r e n c e t o th e st ru C t u r e

Of th e p e ri ph e r al v e g e t a ti v e n e r v o u s s y st e m ． J ．

C o m p ． N e u r o l －
， 1 0 5

，
5 8 7－62 6 く19 5 軋

呵 羽岡 直樹 ニ マ ウ ス 頬筋の 神経支配， 特 に 運 動終板

の超微構造 と その 顔面神経切 断後 の 変化． 十全医会誌，

軋 135－15 8 く19 7引 ．

46J 大 和
一

夫 こ C h r o m a t o ly si s の 電子顕 微鏡 的解 帆

367

十全医会乱 60
，
5 1 0

－

5 2 8 け95 軋

47I F u r r L e S S
，
J

． B ．
，
C o s t a

， M ． 良 W il s o n
，
A ． J ． ニ

W a t e r
－

St a bl e fl u o r o ph o r e s
， p r O d u c e d b y r e a c ti o n

wi th a ld e h y d e s ol u ti o n s
， f o r th e h i st o ch e m i c al

l o c ali z a ti o n of c a te c h oト a n d in d ol eth yl a m i n e s ．

H i st o ch e m i st r y ，
52

，
1 5 9 －

1 7 0 く19 7 7J ．

嘲 N a k a m u r a
，

T ． こ A p pli c a ti o n of th e F a gl u

m eth o d くF u r n e s s e t a り f o r th e hi s t o c h e m i c a l

d e m o n st r a ti o n o f c a t e ch ol a m i n e t o th e c r y o s ta t

S e Cti o n m e th o d l A c t a H i st o ch e m ． C yt o ch e m ．
，
1 2

，

18 2 く19 7 9J ．

瑚 E a r n o v s k y ，
M ． J ． 鹿 R o o t s

，
L ． 二 A

LE

di r e c ト

C Ol o ri n g
，，

th i o c h oli n e m e th o d f o r ch oli n e s t e r a s e s ． J ．

H i st o ch e m － C y t o c h e m ．
，
12

，
2 1 9－22 1 く1 9 641 ．

5 0J N a k a m u r a
，
T ． 鹿 T o ri g o e

，
K 二 Si m ult a n e 。u S

vi s u a li z a ti o n o f c a t e ch ol a m i n e fl u o r e s c e n c e a n d

C h oli n e st e r a s e a c ti vi t Y i n th e p e rip h e r al a u t o n o m i c

n e r v e ． A c t a H i s t o c h e m ． C y t o c h e m ．
，
1 2

， 5 6 9 く1 9 7 9l ．

瑚 佐藤 泰山 二 超薄切 片用 鉛染色法の
一

改良法． J ．

E l e ct r o n M i c r o s c ． くT o k y oI ，
17

，
1 5 8－15 9 く1 96 8j ．

5 2I T r a z e r
，

J ．

， P ． 及 R i c h a r d s
，

J ． G ． こ U l t r a
．

S tr u Ct u r al c y t o c h e mi s tr y o f bi o g e ni c a m i n e s i n

n e rv O u S ti s s u e ニ M e th o d ol o gi c i m p r o v e m e n ts ． J ．

H i st o c h e m t C y t o c h e m ．
，
2 4

，
11 78－1 19 3 く19 7 6l ．

53I H o nji n
，

R ．
，
I z u m i

，
S ． 及 6 s u gi ，

H
． ニ T h e

di st rib u ti o n a n d m o r ph ol o g y o f a r g e n t o p h il e a n d

a r g e n t o p h o b e n e r v e c ell s i n th e m y e n t e ri c pl e x u s o f

th e di g e s ti v e t u b e of th e m o u s e こ A q u a n tit a ti v e

St u d y － J ． C o m p ■ N e u r ol ．
，
1 1 1

，
2 9 lT 3 1 6 く195 9I ．

5 4J J a b o n e r o
，

V ． ニ D i e pl e x if o r m e S y n a p s e a u f

D is t a n z u n d di e B ed e u t u n g d e r s o g e n a n n t e n i n t e rk －

al A r e n Z ell e n ． A c t a n e u r o v e g ．
，
1 9

，
2 7 6－30 2 く19 5 9l ．

55I H o nji n
，

R ．
，

T a k a h a sl li
， A ． 及 T a s a k i

，
Y ． こ

E l e c tr o n mi c r o s c o pi c s t u d i e s o f n e rv e e n di n g s i n th e

m u c o u s m e m b r a n e of th e h u m a n i n t e sti n e ．

O k aji m a s F oli a A n a t ． J p n ．
，
4 0

，
4 0 9－42 7 く1 9 65l ．

5 6I R i c h a r d s o n
，

K ． C ． こ T h e fi n e s t ru C t u r e O f

a u to n o m i c n e r v e e n d i n g s i n s m o o th m u s c l e o f th e

r a t v a s d e f e r e n s ． J ． A n a t ．
，
9 6

，
4 27－4 4 2 く19 6 2J ．

叩 本 陣良平 二 神経線維 の 微細構造． 細軌 3
，く6I ，

2

－1 0 く19 7 1J ．

卿 中泉裕子 ニ マ ウ ス外涙 腺の 神経支配， 特に 腺内神

経終末の 超徴構造と 導管伴行神経束切 断後の 神経終末

お よ び腺細胞の 変化 に つ い て
． 十全医会誌， 弛 686

－7 13 く19 7 7さ．

5 9I N a s s o n o v
，
D ． こ D a s G ol gi s ch e B i n n e n n e tz u n d

S ei n e B e z i eh u n g e n z u d e r S e k r e ti o n ．くF o r t s e t z u n g ．J



3 6 8

M o r p h ol o gi s c h e u n d e x p e ri m e n t ell e U n t e r
－

S u C h u n g e n a n el n l g e n S 負u g eti e rd rtis e n ． A r c h ．

m ik r o s k ． A n a t ．
，
10 0

，
4 3 3－47 2 く19 2 4ナ．

6 0I M o o r e
，
C ． R ．

，
H u g b e s

，
W ． 盈 G a ll a g b e r

，
T ．

F ． こ R a t s e m i n al ．

v e si cl e c y t o l o g y a s a t e sti s
．

h o r m o n e i n d i c a t o r a n d th e p r e v e n ti o n of c a s t r a ti o n

C h a n g e s b y t e sti s
－

e X t r a C t i nj e c ti o n ． A m ． J ． A n a t ．
，
4 5

，

1 09 － 1 3 0 く19 3 0I ．

6 1I 山下 利夫 こ マ ウ ス 瞼板筋の 形態 と微 構造 に つ い

て
． 十全医会誌

，
88

，
ト1 2 く19 7 9I ．

6 2I 田中広 昌こ マ ウ ス 眼裔筋の 構造と 神経支配． 十全

医会誌，
91

，
ト2 0 く19 8 2I ．

6 3I Y a m a s hi t a
，
T ． 及 H o n ji n

，
R ． ニ F i n e s t r u c t u r e

，

0 ri g in
，

a n d d i st rib u ti o n d e n sit y of th e a tlt O n O m i c

n e rv e e n di n g s i n th e t a r s al m u s cl e i n th e e y elid o f

th e m o u s e ． C ell T i s s u e R e s ．
，
2 2 2

，
4 5 6

－

4 6 5 く19 8 21 ．

6 4I I J a n gl e y ，
J ． N ． F ． R ． S ．

鹿 A n d e r s o n
，
H ． E ． M ．

A ． こ T h e c o n s tit u e n t s of th e h y p o g a s tri c n e r v e s ， J ．

P h y si ol ．くL o n d ．ナ，
17

，
1 7 ト19 1 く18 9 41 ．

6 5I L a n gl 町 ，
J ． N ． F ． R ． S ． 鹿 A n d e r s o n

， H ． E ． M ．

B
． こ T h e i n n e rv a ti o n o f th e pe 1 vi c a n d a dj o i n g

藤

V i s c e r a ． P a rt V ． P o si ti o n o f th e n e rv e C ell s o n th e

C O u r S e O f th e eff e r e n t n e rv e fib r e s ． J ． P h y si ol ．

くL o n d ．I ，
1 9

，
1 3 ト13 9 く18 9 6I ．

6 6I M it c h ell
，

G ． A ． G － ニ A n a t o m y o f th e

a u t o n o m i c n e r v o u s s y st e m
， p3 01－30 8

，
E ． 息 S ．

L i v i n g st o n e L td ．
，
E d i n b u r gh 8 t L o n d o n

，
1 9 5 3 ．

6 71 H 6 k f el t
，

T ． ニ D i s trib u ti o n o f n o r a d r e n ali n e

S t O ri n g p a r ti cl e s i n p e ri p h e r al a d r e n e r g l C n e u r o n s

a s r e v e al e d b y el e c t r o n m i c r o s c o p y ■ A c t a P h y si ol ．

S c a n d ．
，
7 6

，
4 2 7－44 0 く19 6 91

6 8ナ V a n O r d e n
，

L ． S ． III ， B u r k e
，
J － P ．

，
G e y e r

，

M ． 鹿 L o d o e n
，

F ， V ． こ L o c ali z a ti o n o f d e pl eti o n
－

S e n Siti v e a n d d e pl e ti o n
－

r e Si st a n t n o r e pi n e ph rin e

S t O r a g e Sit e s i n a u t o n o m i c g a n gli a ． J ． P h a r m a c ol ．

E x p ． T h e r ．
，
1 7 4

，
5 6 － 7 1 く19 70l ．

69I R i c h a r d s
，
J ． G ． 及 T r a n z e r

，
J ， P ． こ L o c ali z a

．

ti o n o f a m i n e s t o r a g e sit e s i n th e a d r e n e r gi c c ell

b o d y ． A st u d y o f th e s u p e ri o r c e rv i c al g an gli o n of

th e r a t b y fi n e s t r u c t u r al c y t o ch e m i st r y ， J ． U ltr a
．

S t ru C t ． R e s ． ，
5 3

，
2 0 4

－ 2 1 6 く19 7 5l ．

S t ru C t u r e a n d I n n e rv ati o n
．

o f th e S e m in al V esicl e o f th e M o u s e K a n T a k e t o
，
D e p a rt m e nt

O f A n at o m y ，
S c h o ol of M e di ci n e

，
K a n a z a w a U n i v e rsit y ，

K a n a z a w a
，
9 2 0 － J ． J u z e n M e d ． S o c ． ，9 4

，

3 4 3 － 3 69 り9 8 5う．

K e y w o r d sこ S e m i n al v e si cle
，

a d r e n e rg ic n e r v e fi b er
，

C h oli n e r gi c n e r v e n b e r
， P elv ic g a n gli o n ，

m O u S e

A b s tr a c t

T h e p r e s e n t s t u d y w a s pe r f o r m e d t o e x a m i n e t h e st r u ct u r e a n d i n n e r v a ti o n o f t h e s e m i n al

V e Si cl e o f t h e m o u s e ， b y ligh t a n d el e c t r o n m i c r o s c o p y ． T h e s e c r e t o r y g r a n u l e s o f t h e gl a n d u l a r

C e ll s s h o w e ru P t C ri n e s e c r eti o n ． A g a p j u n c ti o n
－1i k e st r u ct u r e i s f o u n d a m o n g t h e s m o o t h m u s cl e

C e ll s o f t h e m u s c u l a r l a y e r ． T h e u n m y eli n a t e d n e rv e fi b e r s f o r m i n t r a p r o p ri al
，
i n t r a m u s c u l a r

，
a n d

P e ri a rt e ri al n e rv e Pl e x u s e s ． W h e n st u d i e d w it h hi s t o c h e m i c a l m et h o d s
，
t h e s e p l e x u s e s s h o w b o th

C a t e C h o l a m i n e
－

P O Siti v e a n d a c e t y l c h o li n e st e r a s e
－

a Cti v e v a ri c o s e fi b e r s ． I n el e c t r o n m i c r o g r a p h s
，

t h e v a ri c o siti e s o f t h e u n m y e li n at e d a x o n s a r e s h o w n t o b e a x o n al e x p a n si o n s c o n t ai n i n g m a n y

Sy n a P ti c v e si cl e s ． M o st o f t h e a x o n al e x p a n si o n s s h o w d i st a n t s y n a p s e s p a rtl y l a c k i n g a S c h w a n n

C e ll s h e a t h a n d f a ci n g t h e gl a n d u l a r c ell s o r s m o o t h m u s cl e c ell s o f t h e m u s c u l a r l a y e r a n d a rt e ry ，

at a r el a ti v el y w id e d i s t a n c e o f O ． 1 t o l ．O Fl m ． A f e w o f t h e a x o n al e x p a n si o n s r e p r e s e n t c o n t a c t

Sy n a P S e S l o c a t e d o n t h e s m o o t h m u s cl e c e ll s o f t h e m u s c u l a r l a y e r ． T h e e x p a n si o n s c a n b e

Cl a ssi fi e d i n t o t w o t y p e s こ T y p e I
，

S y n a P ti c e n d i n g s h a v i n g s m all g r a n u l a r v e si cl e si a n d T y p e II
，

S y n aP ti c e n d i n g s h a v i n g a g r a n u l a r v e si cl e s ． T h e r a ti o i n n u m b e r o f T y p e I t o T y p e 正 w a s l ニ1 0 i n
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t h e i n t r a p r o p ri al pl e x u s
，
5 こ3 i n t h e i n t r a m u s c u l a r p l e x u s

，
a n d 7 ニ3 i n t h e p e ri a rt e ri al p l e x u s ． T h e

C O n t a C t Sy n a P S e S b el o n g t o t h e T y p e 王 s y n a p ti c e n di n g － T h e p el vi c g a n gli o n i s s h o w n t o c o n t a i n

m a n y n e r v e c ell s a n d s e v e r al c h r o m a ffi n c ell s ． T h e s e n e rv e C ell s c an b e cl a s si fi e d i n t o t w o t y p e s こ

T y p e A d
，

n e rv e C ell s h a v i n g c at e c h o l a m i n e －

P O Siti v e s m all g r a n u l a r v e si cl e s i a n d T y p e C h
，

n e rv e

C ell s n o t h a v i n g s m a11 g r a n u l a r v e si cl e s
，
b u t s h o w i n g st r o n g a c e t y l c h o li n e st e r a s e a c ti vit y ， T h e

n e rv e e n di n g s i n t h e p el v i c g a n gli o n s h o w st r o n g a c et y l c h oli n e st e r a s e a c ti v it y a n d c o n t ai n a g r a n u
－

1 a r s y n a p ti c v e si cl e s － T h e y r e p r e s e n t c o n t a ct sy n a p s e s i n t h e f o r m o f a x o
－

S O m a ti c o r a x o
－ d e n d ri －

ti c s y n a p s e s ．

T h e r e s u l t s
，

O b t ai n e d f r o m e x p e ri m e n t s b y h y p o g a s t ri c a n d p el v i c s p l a n c h n i c n e u r e c t o m y a n d

P el vi c g a n gli o n e ct o m y ，
i n d i c a t e t h a t T y p e I c o r r e sp o n d s t o t h e s y n a p ti c e n d i n g o f t h e a d r e n e r gi c

fib e r o ri gi n ati n g m a i n l y f r o m t h e T y p e A d n e rv e C e11 i n t h e p el v i c g a n gli o n an d p a rtl y f r o m t h e

l u m b a r o r s a c r al s y m p at h e ti c g a n gli a b y w a y o f t h e pe 1 vi c sp l a n c h n i c n e rv e三 W h il e T y p e lI c o r r e s －

P O n d s t o t h e s y n a p ti c e n d i n g o f t h e c h oli n e rg i c n e rv e fi b e r d e ri v e d f r o m t h e T y p e C h n e r v e

c ell i n t h e p el v i c g a n gli o n ．


